
  

南部町議会会議録 

南部町議会事務局

 

 

令和元年６月14日 開会 

令和元年６月21日 閉会 

  （定例第３回） 



南部町告示第42号

令和元年第３回南部町議会定例会を次のとおり招集する。

令和元年５月27日

南部町長 陶 山 清 孝

記

１．期 日 令和元年６月14日

２．場 所 南部町議会議場

○開会日に応招した議員

加 藤 学君 荊 尾 芳 之君

滝 山 克 己君 長 束 博 信君

白 川 立 真君 三 鴨 義 文君

仲 田 司 朗君 板 井 隆君

景 山 浩君 細 田 元 教君

井 田 章 雄君 亀 尾 共 三君

真 壁 容 子君 秦 伊知郎君

○応招しなかった議員

な し
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令和元年 第３回（定例）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日）

令和元年６月14日（金曜日）

議事日程（第１号）

令和元年６月14日 午後１時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 報告第１号 平成30年度南部町一般会計繰越明許費繰越計算書について

日程第６ 議案第34号 専決処分の承認を求めることについて（南部町税条例等の一部改正につ

いて）

日程第７ 議案第35号 専決処分の承認を求めることについて（南部町国民健康保険税条例の一

部改正について）

日程第８ 議案第36号 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度南部町一般会計補正

予算（第７号））

日程第９ 議案第37号 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度南部町国民健康保険

事業特別会計補正予算（第４号））

日程第10 議案第38号 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度南部町墓苑事業特別

会計補正予算（第２号））

日程第11 議案第39号 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度南部町太陽光発電事

業特別会計補正予算（第３号））

日程第12 議案第40号 消費税及び地方消費税の税率改定等に伴う関係条例の整理に関する条例

の制定について

日程第13 議案第41号 南部町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正について

日程第14 議案第42号 南部町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について

日程第15 議案第43号 南部町森林整備基金条例の制定について

日程第16 議案第44号 令和元年度南部町一般会計補正予算（第１号）
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日程第17 議案第45号 令和元年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 報告第１号 平成30年度南部町一般会計繰越明許費繰越計算書について

日程第６ 議案第34号 専決処分の承認を求めることについて（南部町税条例等の一部改正につ

いて）

日程第７ 議案第35号 専決処分の承認を求めることについて（南部町国民健康保険税条例の一

部改正について）

日程第８ 議案第36号 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度南部町一般会計補正

予算（第７号））

日程第９ 議案第37号 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度南部町国民健康保険

事業特別会計補正予算（第４号））

日程第10 議案第38号 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度南部町墓苑事業特別

会計補正予算（第２号））

日程第11 議案第39号 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度南部町太陽光発電事

業特別会計補正予算（第３号））

日程第12 議案第40号 消費税及び地方消費税の税率改定等に伴う関係条例の整理に関する条例

の制定について

日程第13 議案第41号 南部町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正について

日程第14 議案第42号 南部町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について

日程第15 議案第43号 南部町森林整備基金条例の制定について

日程第16 議案第44号 令和元年度南部町一般会計補正予算（第１号）

日程第17 議案第45号 令和元年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）
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出席議員（14名）

１番 加 藤 学君 ２番 荊 尾 芳 之君

３番 滝 山 克 己君 ４番 長 束 博 信君

５番 白 川 立 真君 ６番 三 鴨 義 文君

７番 仲 田 司 朗君 ８番 板 井 隆君

９番 景 山 浩君 10番 細 田 元 教君

11番 井 田 章 雄君 12番 亀 尾 共 三君

13番 真 壁 容 子君 14番 秦 伊知郎君

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 藤 原 宰君 書記 石 谷 麻衣子君

書記 舩 原 美 香君

書記 杉 谷 元 宏君

説明のため出席した者の職氏名

町長 陶 山 清 孝君 副町長 松 田 繁君

教育長 福 田 範 史君 病院事業管理者 林 原 敏 夫君

総務課長 大 塚 壮君 総務課課長補佐 加 納 諭 史君

企画政策課長 田 村 誠君 企画監 本 池 彰君

税務課長 伊 藤 真君 町民生活課長 岩 田 典 弘君

子育て支援課長 吾 郷 あきこ君 教育次長 安 達 嘉 也君

人権・社会教育課長 角 田 有希子君 病院事務部長 中 前 三紀夫君

健康福祉課長 糸 田 由 起君 福祉事務所長 岡 田 光 政君

建設課長 田 子 勝 利君 産業課長 芝 田 卓 巳君
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議長挨拶

○議長（秦 伊知郎君） ６月定例議会開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

５月より令和という新しい時代がスタートいたしました。政府は、新元号に込められた意義を、

一人一人の日本人があすへの希望とともに、それぞれの花を大きく咲かせ、希望に満ちあふれた

新しい時代を国民とともに切り開いていくと説明しています。私たち議員も新しい気持ちで活力

のある議会と町政の発展のために、町民の皆様とともに夢や希望にあふれた南部町に向けて取り

組んでまいりたいと思います。

さて、６月は梅雨の季節であります。農業にとっては大切な水を蓄える重要な時期でもありま

すが、一方では大雨による災害の発生しやすい時期でもあります。近年の自然災害は一極集中で、

被害の拡大傾向にあります。南部町においても、日ごろから災害への備えと知恵の重要性を再認

識して、自助・公助・共助の連携を図ってまいりたいと思います。

また、７月には第２５回参議院議員通常選挙が予定され、秋には消費税の税率が改定される予

定となっています。今後の国政の動向に注視し、おくれることなくその時節に合った施策を展開

していくことが重要であると考えます。

本定例議会におきましては、一般会計補正予算、条例の制定や一部改正など重要議案について

御審議いただく予定としております。

諸議案の内容につきましては、後ほど町長のほうから説明がございますが、町民の要望に応え

るべく提出されます全ての議案に対しまして慎重なる審議をいただき、適正かつ妥当な議決に達

しますようお願い申し上げ、開会の御挨拶といたします。

町長挨拶

○町長（陶山 清孝君） ６月議会開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。

議員各位におかれましては、令和元年第３回南部町議会定例会を招集しましたところ、御出席

いただき開催できますことに御礼を申し上げます。

去る５月２１日に、政府は、令和元年度春の叙勲受章者を発表し、南部町関係では前南部町長、

坂本昭文氏が自治功労によって旭日小綬章、元西部広域行政管理組合消防監、竹田新太郎氏が消

防功労により瑞宝双光章を受章されました。御存じのとおり、坂本前町長は、６期２１年６カ月

にわたり、旧西伯町長、さらに合併後の南部町長として町の発展に御尽力いただきました。南部

町を代表し、御両名の御功績に感謝しますとともに、受章に対し衷心よりお祝いを申し上げる次

第でございます。
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さて、いよいよ東京オリンピック開催まで４０６日、パラリンピック開催まで４３８日に迫っ

てまいりました。聖火リレーは、来年３月２６日に福島県を出発し、５月２２日に２７番目とし

て鳥取県に入り、境港市、日吉津村、米子市を経由し、南部町に入ってくる予定です。組織委員

会の発表によりますと、聖火ランナーは来年４月時点で、中学生以上で１人２００メートル程度

の走行であり、地域に何らかのゆかりがあれば国籍等は問わないと発表をしました。

南部町では約８名程度の方が聖火ランナーとして走ることが予定されており、希望される方は

鳥取県実行委員会に１回と、スポンサー企業４社にそれぞれ１回ずつ、最大５回応募ができます。

しかし、走行できるのは１人１回で、残念ながら公職にある、ここにおられる議員、そして首長

はランナーにはなれません。早い企業では来週１７日から募集が始まり、他の３社も２４日から

募集が開始されます。鳥取県実行委員会枠の募集開始は７月１日から始まり、締め切りは全て８

月３１日までとなっています。オリンピックの聖火ランナーというまたとないチャンスですので、

町民の皆様にはぜひ御応募いただきますようお願いいたします。

詳細については、来月の広報をごらんいただきますようお願いいたします。

６月３０日に予定しています南部町防災訓練では、役場、消防団、それぞれの集落、地域振興

協議会で洪水や土砂災害などの水防災に対する訓練を行います。現在取りまとめた各地域での参

加希望は８６集落、後日実施予定集落が４集落と、ほぼ全集落で何らかの実施が見込まれており

ます。

南部町消防団では、地域振興協議会や集落での土のう指導のほか、緑水園グラウンドで広域消

防の指導のもと、救助資機材の取り扱い訓練を予定しています。また、役場職員は、西部広域消

防、鳥取県警、陸上自衛隊の協力をいただきながら、災害対策本部と職員の初動訓練を実施する

予定でございます。住民の皆様にもこの機会に、本年３月に全戸配布しました防災マップをいま

一度確認いただき、御自宅の場所が豪雨の際に土砂災害の危険があるのか、または浸水被害が予

想される地域なのかを御確認いただき、非常持ち出し袋や御家族との連絡方法、避難経路などを

点検いただきますようお願いいたします。

次に、３月議会以降の消防団の出動でございますが、５月１２日、１３日両日、鶴田地内で行

方不明者が発生し、延べ３２名が出動いたしました。６月３日には、原地内で野焼きの広がりに

より３６名が、また、４月１３日には、柿の霜防止のための点火が火災と誤って通報があり、こ

の誤報により１７名が出動しております。いずれもけが人等の発生はございませんでした。町民

の皆様には、火の取り扱いには十分注意を払っていただきますようお願いを申し上げます。

次に、人口動態について御報告いたします。３月１日から５月末の間に出生された方は５人、
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お亡くなりになられた方は４６人でした。この間の出生数は５人と少ないのですが、１２月まで

の出生予定数は、昨年４６人に対し、本年４４名であり、昨年とほぼ同数の出生が予定されてい

ます。誕生された子供たちの健やかな成長を御祈念いたしますとともに、お亡くなりになられた

皆様の御冥福をお祈りいたします。５月末現在の南部町の人口は１万８２６人で、高齢化率は３

６．１４％でございました。

本定例会におきましては、令和元年度南部町一般会計補正予算、専決処分の承認など１２議案

を提案させていただきます。いずれの議案につきましても、町政の推進には必要不可欠なものば

かりでございますので、全議案とも御賛同いただきまして御承認を賜りますようお願い申し上げ、

開会の御挨拶といたします。よろしくお願いいたします。

午後１時００分開会

○議長（秦 伊知郎君） ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法第１１３条の規定によ

る定足数に達しておりますので、令和元年第３回南部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

５番、白川立真君、６番、三鴨義文君。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（秦 伊知郎君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、８日間といたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、８日間と決定いたしました。

・ ・

日程第３ 議事日程の宣告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。
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・ ・

日程第４ 諸般の報告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第４、諸般の報告を行います。

初めに、議長より報告をいたします。

最初に、鳥取県町村議会議長会役員会の報告をいたします。

役員会は５月１５日、開催されました。

会長の挨拶、会務報告の後、協議に入りました。平成３０年度歳入歳出決算について、定期総

会の日程等について、事業日程等について、広報コンクール審査員の選定について、研修補助制

度の創設についての検討がなされています。なお、定期総会は７月の８日、米子ワシントンホテ

ルで開催することに決定しています。

次に、西部町村議会議長会臨時総会、連絡会でありますが、５月２４日、西部町村会事務局に

て開催されました。

会長の挨拶後、新任議長の紹介がありました。４月の統一地方選挙で議長が交代しております

ので、報告をいたします。日南町議会議長に山本芳昭議長が選ばれています。日吉津村議会では

井藤稔議長がこのたび改選で選任されました。

議長の紹介の後、議事の審査に入りました。議題として、県議長会役員の補欠選挙について、

西部町村議会・議長会役員の補欠選挙について。連絡会の議題といたしまして、５月１５日の県

議長会役員会の報告がございました。５月２８日、２９日の全国正副議長研修会について、これ

は後ほど井田副議長のほうから報告していただきます。よろしくお願いいたします。それから、

７月２２日、正副議長・局長研修会。８月の２６日から２８日、行政調査研修会。８月３０日、

自治功労者表彰式並びに議員の研修会並びに球技大会等の報告がありました。以上であります。

次に、議員からの報告を受けます。

議会改革調査特別委員会委員長、板井隆君。

○議会改革調査特別委員会委員長（板井 隆君） 議会改革調査特別委員会委員長の板井です。

３月定例議会からきょう本日までの間に特別委員会を開催しておりますので、報告をさせていた

だきます。

議題の内容といたしましては、青年議会の開催と住民の声をきく会の開催を、令和元年度、ど

のようにしていくかということで委員の皆さんと協議をし、相談をしたところであります。結果

的には青年議会と住民の声をきく会を交互でやろうということで決まったこと。そして、令和元

年度については、この新しい御代の時代を、まずは青年の皆さんに声を聞きたいということから、
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青年議会をまず開催する。また、特に来年は選挙年でもあります。そういったことも含めて青年

議会、そして住民の声をきく会を令和元年度から交互でやっていこうということで開催を決定し

ております。

青年議会については、前回、青年団、そして高校生サークルと大変お世話になりましたが、２

回目については一般の方の公募も含めて行い、そして引き続き青年団と高校生サークルの皆さん

にもお世話になろうということで決定をいたしております。３月の議会だよりではそのことを町

民の皆様には報告をし、６月のこの定例議会の議会だよりで詳しく青年議員の公募をしますとい

うようなことも書かせていただいております。

青年議会の開催時期については、ことしの１月行いました、やはりその辺がいいだろう。これ

は前回、青年議員が後でとりましたアンケート等にもよって決め、そして教育委員会の大下先生

の意見も聞き、開催を決定したような次第です。この議会中には、研修会、勉強会、そして本会

議の日程を決める予定にしております。２年連続ということで執行部の皆さんには大変御迷惑を

おかけすることになりますが、どうか御理解をいただき、御協力をいただき、また、本会議まで

には、教育委員会の事務局の皆様には大変いろいろな面で御協力もいただく形になってくるとい

うふうに思っております。どうか御理解をいただきまして、この青年議会の開催に議員も一生懸

命頑張って対応していこうという決意を新たにしておりますので、御協力をいただきたいという

ことをお願いし、報告とさせていただきます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） どうもありがとうございます。

次に、地方行政調査特別委員会委員長、仲田司朗君。

○地方行政調査特別委員会委員長（仲田 司朗君） 地方行政調査特別委員会委員長の仲田でござ

います。３月議会以降、２回委員会を開催させていただきまして、その委員会の内容について報

告させていただきたいと思います。

５月１５日と５月２７日に開催させていただきました。

開催した内容につきましては、どこに行政調査をお願いしようかということでございました。

期日につきましては、７月の３日水曜日、福島県の浪江町、４日木曜日、宮城県南三陸町とい

うことで、視察依頼の自治体のほうにも御了解を得ながら進めさせていただこうということで現

在進行しておりますが、具体的に震災後８年を経ての行政の対応と状況についてお聞かせ願いた

いということで現在論議をしてるところでございます。

特に震災前と震災後の人口の動きだとか、避難者の状況はどうなっているのかとか、それから

あとは復興計画が順調に進んでいるというところを、いろいろな進捗状況についてお聞かせ願い
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たいというようなことでございます。特に一番なのは、町民の防災意識がどのように変化したの

かということ、あるいは今後の課題であります重要課題についてお伺いをしていきたいというよ

うに思っておるところでございます。

それから、両町とも同じものでございますけれども、今後の復興に対して町はどのような財政

支援をされるのか、あるいはどのような形態でまちづくりを進めていくのかということにつきま

して、詳しく調査をしていこうというように思ってるところでございます。

なお、議会最終日に骨子につきまして御報告をできたらということで思っておる次第でござい

ます。以上、報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 次に、全国町村議会議長・副議長研修会。副議長、井田章雄君、お願い

いたします。

副議長、井田章雄君。

○副議長（井田 章雄君） １１番、井田でございます。令和元年度全国町村議会議長・副議長研

修会について報告いたします。

令和元年５月２８日、東京国際フォーラムホールＡにおいて、令和元年度全国町村議会議長・

副議長研修会が開催され、本県から１５町村議会の議長、副議長が参加し、本町も出席いたしま

した。

研修では「～これからの町村議会を考える～」という演題で、山梨学院大学法学部教授、江藤

俊昭氏、明治大学政治経済学部地域行政学科長・教授の牛山久仁彦氏、首都大学東京都市環境学

部准教授、長野基氏より「町村議会議員の議員報酬等のあり方 最終報告」について、その概要

を講演いただきました。

引き続いて、昨年度の全国町村議会特別表彰を受賞された、長野県喬木村議会議長の下岡幸文

氏より「小規模議会の在り方を求めて～夜間・休日議会の挑戦～」、次に、鳥取県若桜町議会議

長の川上守氏、副議長の前住孝行氏より「町民に寄り添う議会を目指して～鳥取県若桜町議会の

歩み～」、最後に、京都府与謝野町議会議長の家城功氏より「京都府与謝野町議会の取り組み～

町民に信頼され存在感のある議会を目指して～」と題して、それぞれの議会の取り組みを講演し

ていただきました。

また、令和元年５月２９日、東京都、全国町村会館第２会議室において、鳥取県町村議会議長

・副議長研修会が開催され、１５町村の議会議長、副議長が参加し、当町も出席いたしました。

研修では、講師として、総務省自治財政局交付税課長の出口和宏氏より「地方財政の現状と課

題」について講演をいただき、研修を終えました。以上、報告といたします。
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○議長（秦 伊知郎君） 以上で諸般の報告を終わります。

・ ・

日程第５ 報告第１号

○議長（秦 伊知郎君） 日程第５、報告第１号、平成３０年度南部町一般会計繰越明許費繰越計

算書についてを議題といたします。

町長から報告を求めます。

総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。報告第１号、平成３０年度南部町一般会計

繰越明許費繰越計算書について。

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、次のとおり平成３０年度南部町一般会計繰

越明許費繰越計算書を議会に報告するものでございます。

次ページ目をごらんください。なお、この件につきましては３月議会定例会におきまして、繰

越明許費の設定の議決をいただいているもの及び今回専決処分をしたものでございます。

１ページ目から２ページ目まで繰越計算書つけておりますけれども、全２９事業であります。

繰越額につきましては、総額４億８，１２９万７，６７３円となります。中身の事業につきま

しては、お読み取りをいただきたいと思います。以上、報告といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で報告第１号、平成３０年度南部町一般会計繰越明許費繰越計算書

についてを終わります。

・ ・

日程第６ 議案第３４号

○議長（秦 伊知郎君） 日程第６、議案第３４号、専決処分の承認を求めることについてを議題

といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。それでは、議案書のほう、１ページのほうをご

らんいただきたいと思います。議案第３４号、専決処分の承認を求めることについて（南部町税

条例等の一部改正について）でございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。

はぐっていただきまして、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定によ
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り、南部町税条例等の一部を改正することについて、次のとおり専決処分をする。平成３１年３

月２８日付でございます。

詳細につきましては、担当課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、伊藤真君。

○税務課長（伊藤 真君） 税務課長でございます。そうしますと、お手元の新旧対照表のほう

をお開きください。これに沿って御説明いたします。このたびの税条例の改正ですけども、大ま

かなものをまずざっと言ってから中身に入っていきます。

まず、個人住民税の関係ではふるさと納税制度の見直しが行われました。２つ目が住宅ローン

控除制度の拡充です。３つ目が子供の貧困に対応するための個人住民税の非課税措置がとられて

います。

２点目が軽自動車税でございます。１つ目がグリーン化特例の大幅な見直し、２つ目が環境性

能割の認定軽減措置でございます。

この中身について、では、１ページ目から説明させていただきます。新旧対照表の１ページ目、

第３４条の７、寄附金税額控除でございます。これはふるさと納税制度の見直しでございまして、

ふるさと納税の対象として総務大臣が指定する改正が行われました。ふるさと納税で、昨今ニュ

ース等で話題になっておりますけども、基準に適合する地方団体をふるさと納税の対象として総

務大臣が指定するよう指定され、基準として寄附金の募集を適正に実施する地方団体で返礼品を

地場産品とし、返礼割合を３割以下としているということの内容になりました。

続きまして、７条の３の２でございます。これは住宅ローン控除の拡充でございます。所得税

のほうで令和２年末までの間、消費税率１０％が適用される住宅取得等について、住宅ローン控

除の控除期間を３年間延長し、１３年間とされました。延長された部分の住宅ローンの控除につ

いても、所得税から控除し切れない額について、現行と同様、住民税から控除していくというこ

とが盛り込まれております。

続きまして、はぐっていただきまして、２ページ目です。２ページ目は、右側の旧のほうで第

２項が削除されています。この削除された部分については、住宅ローン控除の申告において所得

税のほうでは５年さかのぼっても、申告しても住宅ローン控除は受けられますが、住民税は納税

通知書が送達されるまでが申告期限でした。これが削除されたことによって所得税と同じように

住民税も住宅ローン控除が適用、さかのぼって申告されても適用になるというものでございます。

続きまして、３ページ目は、ふるさと納税制度の見直しですので省略します。
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４ページ目も同じくふるさと納税制度のことでございます。

５ページ目の第１０条の２の６項のところでございますけども、これは東北大震災とか岡山の

真備町でも海抜ゼロメートルなどの対策として、高規格堤防の整備というのが国のほうでなされ

ておりますけども、その高規格堤防の建てかえに係る固定資産税に対して税額軽減がかかってい

なかったものをこのたび軽減するというような内容ですけども、南部町は該当する地域がないの

で詳細は説明いたしません。

続きまして、６ページから７ページ目は、上位法のずれとか項ずれの修正ですので省略します。

７ページの最後のところ、１６条、軽自動車税の税率の特例でございますけども、これは軽自

動車で１３年過ぎたときから税額が高くなっていくという制度が、平成３１年度もされるという

ところ、それとはぐっていただきまして、８ページ、９ページにかけては、２９年度のグリーン

化特例の部分が削除されましたというところです。

はぐっていただいて、ここは現行のグリーン化特例が、３１年度分について項ずれが起きたの

で、そこの修正がかかっております。

１１ページの最後のところ、１６条の２、軽自動車税の賦課徴収の特例ということでございま

すけども、以前、燃費の不正問題でその税金をどうするかというところでいろいろもめてたこと

がありましたけども、そのときは納税者自身に不正で本当は安くなってたのが、追加の税がかか

ったんですけども、その税もその買った人の所有者に対して税をかけるようになっていましたが、

このたびの改正でメーカー側に追加分を納税義務者としてするような改正がなされております。

はぐっていただきまして、１２ページ、２条関係でございます。一番上の３６条の２、町民税

の申告というところでございますけども、７項のところで申告書の記載事項の簡素化ということ

が整備されました。その内容としましては、前年において支払いを受けた給与で年末調整の適用

を受けたものを有する納税義務者の方が個人の住民税に関する申告書を提出するとき、確定申告

で適用を受ける所得控除の額のうち、年末調整で適用を受けた所得控除の額と同額である所得控

除についての内訳の記載を要しないという内容になっております。

次、その下の３６条の３の２、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族等申告書というとこ

ろですけども、これは令和３年度からの適用にはなりますけども、子供の貧困に対応するための

個人住民税の非課税措置の導入が予定されています。その対象となられる方ですけども、今、寡

婦（夫）控除というのが申告書の中にあります。女性の方、男性の方の寡婦（夫）というところ

ですけど、それは既婚をしておられて寡婦（夫）になられたという方のみがその対象となってい

ましたけども、未婚の方も子供の貧困に対応するために、このたび制度改正によって対象となる
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というような措置になりました。児童扶養手当の支給を受けていて、事実婚のない方で、前年の

合計所得が１３５万以下であるひとり親に対しての住民税は非課税とするというような内容に改

正されております。

次、１３ページのところも先ほどの子供の貧困に対応するものでございます。

１４ページは、項ずれの修正等ですので省略します。

１５ページ、１５条の２です。軽自動車税の環境性能割の非課税というところですけども、本

年の１０月１日から消費税率が１０％になって自動車取得税が廃止になって、そのかわりに環境

性能割というのが賦課されるんですけども、自動車の需要が落ちるといけないということで、そ

こに書いてありますように令和２年９月３０日までの間に取得した車について１％ずつ軽減して

いく、１％のものは非課税、２％のものは１％にというような軽減措置がこのたびなされました。

続きまして、１５条の２の２です。軽自動車税の環境性能割の賦課徴収の特例ということです

けども、これは鳥取県が環境性能割の徴収をするための規定でございます。

続きまして、１６ページでございます。先ほど言いました環境性能割が１％ずつ軽減されると

いうところで、１５条の６は２％のものが１％に軽減されるという内容でございます。

続きまして、１７ページにかかるところで、１６条のとこですけども、軽自動車税の種別割の

税率の特例というところです。１３年経過した車が、自動車税が高くなるというのが当分の間、

そのままこの制度が維持していきますよという内容でございます。

その下、２項のところはグリーン化特例ですね、燃費のいい車に対する軽減措置がかかってい

たものですけども、これが３２年、３３年も２年間延長かけますよという内容でございます。

続きまして、１９ページのところですけども、これも先ほど言いました燃費の不正問題、１６

条の２のところの規定の整備でございます。

はぐっていただきまして、２０ページ、ここは先ほど言いました子供の貧困に対する非課税の

範囲というところで、その制度、規定の整備でございます。

２１ページの第１６条の５項のところ、ここでグリーン化特例が大幅に見直されまして、令和

４年度、令和５年度については電気自動車、天然ガス自動車に限って２年間延長かけていくとい

うような内容になっております。

はぐりまして、２２ページ、４条関係については省略します。

２３ページの５条関係ですけども、ここの内容については大法人の電子申告の義務化というの

が規定されていたんですけども、その詳細についてさらに整備されまして、このたびの改正では

災害等で電子申告が無理と認められる場合の措置、紙で提出してもいいよというような内容が盛
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り込まれております。

税条例の説明については以上でございまして、施行は本年４月１日が基本的に施行日なんです

けども、詳細についてはこちらの議案のほうの１３ページのほうに各条文の施行日が載っていま

すので、そちらを御参考にしてください。

以上で税条例の説明を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けましたが、説明に対して質疑ありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 今回、専決処分にした町税条例の説明をお聞きしました。今回の

町税条例については、中身は、個人住民税については住宅ローンの関係と非課税世帯をふやして

いく、未婚等ですね、内容のこの２つ。それと、もう一つには、いわゆる車体課税が変更になる

よということです。これは新聞紙上でも書かれているように、１０月から予定されてると言われ

ている８％から１０％への消費税増税対策だというふうに言われてるんです。

この消費税のことは後ほど聞くとして、今回のこの２つのいわゆる減税になるよと大宣伝され

ているんですけれども、例えばこの町税条例に関して出てきたこの２つの個人住民税と車体課税

について、南部町ではどのような影響が出るのかということを聞きたいんです。住民から見れば、

１０％に上がるけれども、住宅ローンと車体課税ではどのような方々が対象になって、どれぐら

いの金額で、それがどれぐらい続くのか、この点についてわかるところをお示しいただけるでし

ょうか。私たちの手元にある今回の税制改正では、車体の課税では１０８億円、地方自治体です

ね、市町村ですね、県はちょっと置いといてね。市町村やから軽が多いと思うんですね。これが

車体課税では減額の１０８億円になると、こんなふうに出ているわけですよ。これは国やから大

ざっぱに試算したと思うんですけれども、とにかくそれが減税になるのだ。個人住民税でいえば、

住宅ローンと子供の貧困に対するための非課税措置を広げていく中で、全体で９４億円のお金が

減ってくると言われています。

２つ目の質問は、このように個人住民税で減ってくる９４億円、それから車体課税で減るとい

う１０８億円のこの財源補填を地方自治体にはどのようすると言っているのか。この点について

お伺いします。

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、伊藤真君。

○税務課長（伊藤 真君） 税務課長でございます。税収減の補填は交付税のほうで措置される

というふうに聞いております。

あと、個別に幾ら影響額が出るかというのは試算しておりませんので、お答えできません。以
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上です。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 担当課とすればそんなふうにお答えするしかないと思う。

町長、今回、消費税の増税１０％になるについては、国税の問題だからなかなか市町村では判

断しにくいとは思うのですが、どういうふうに影響あるかというと、これ専決ですけども、町税

条例にこんなふうに、消費税が変わることによって税制度も変えていかないといけないというと

ころが出てくるわけですね。国でいえば、１０８億円とか何十億円の、地方に、本来だったら市

町村に入る分が減るんですよと言ってるわけですよ。

だとすれば、私たちは、例えば住宅ローンの、そしたら減税といったらどうなるかというと、

住宅ローンも車も、多くの国民が言っているのは、消費税は全員に及ぶけれども、車を買った人、

家を買った人にしか恩恵ないじゃないかと、こういう言われ方してるわけですよね。そういう中

で、地方自治体ではこの消費税の影響どうなるのかということ、まず町が見とかないといけない

のではないかと思うんですよ。とりわけこの分については、先ほど課長が両方とも地方交付税で

来ると言ったんですけども、地方交付税で来るよってどこにも書いてないんですよ。車でいえば、

重量税で、譲与税で払うと書いてあるんですよ。この辺について、例えば、町長、首長さんたち

は、こんなふうにするのいいけれども、消費税を引き上げる一方で、その対策として地方に入る

お金を減らしてくるということについて、地方自治体はどんなふうに言ってるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。消費税のこの増税の問題については、各般にわたっ

て多様な影響が出てくると思ってます。これは国と地方の税の関係でございますので、先ほど真

壁議員が言いました、あるものによっては譲与税で、またあるものによっては交付税で、国から

地方が本来受けるべき税の補填は当然受ける、こういうことで決着はついてると私は思っていま

す。私の考えは、当然地方が受ける損害、減税部分については国が補填するというぐあいに考え

ておるところでございます。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 今回の町税条例については、全協で課長もお述べになったように、

消費税の増税が大前提の町税の条例の改正だと言ってるんですよ。とすれば、住民にどれぐらい

の影響あるか、町財政にとってどうなのかということも検討すべきだと思いませんか。例えば住

宅ローンが減税になります。期間は幾らか、消費税、仮に上がったら未来永劫へ続くんだけど、

これ何年間でしたっけ、上がるの。３年間、１年間、知れてるんですよ。それもここで見る限り
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は、前回あった分に所得税から取れない分をほかで取ってもいいです、住民税を取ってもいいで

すよと決めるだけの内容なんですよね。車の課税の減税に至っては約１％減った。それも来年の

１年間でしたっけ、でしたよね。そういうこと言ってるんですよ。その分を、少なくとも国民か

ら見れば、住民から見たら、一体どれぐらいの影響あるのかというの知りたいと思うし、それは

そしゃくして、私は、町税条例を変えていく以上は住民に説明していく必要があると思うが、ど

うかという点ですね、決着がついたとおっしゃいますが。

それと、もう一つには、町長に聞いておかないといけないのは、今回の地方税のこの税条例で、

これは都道府県税ですから、町税には関係なかったからこの中に出ていないんですけども、地方

法人課税において、新たに特別法人の事業税って制度を設けてくるという話が出ているんですよ

ね。都道府県に本来入っとったお金を、そのうちの３割を国が引き上げるというわけですよ。そ

の３割を人口で割って都道府県に分けてくるというんですよ。これについては学者なんかも、本

来、地方自治体の財政調整とか財源保障していくのは、地方交付税がもとになるのが当たり前で

はないかと。このように事業税を持ってこいと、今まで県に納めとった分を国に３割納めて、そ

の分を全国に分け与えるんだと。これでは、減税になるのは東京都だけらしいんですけれども、

幾らか分けてやってるんだというやり方するんですけども、これが消費税と引きかえに、このよ

うなやり方でやってくるということでいえば、今回の地方税法の最大の問題点は、事実的な地方

財政を壊すものだということも言われてるんですけども、それについてどう思うかという点です

ね。少なくとも町村とすれば、国が決まったから従うしかないということはわからんことはない

ですけども、せめて地方自治体に入ってくる財源確保はどうなるのか。本来であれば、こんなや

り方はしないで、地方交付税でやるべきではないかというぐらい声を上げないといけないと思い

ませんか。その点についてどうでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 消費税にかかわる問題につきましては、地方六団体がこの春までの決着

期間において、総力を挙げて交渉してきたところでございます。詳細についての問題については

各般にわたっておりますので、私も細部にわたった一つ一つのことについては説明をできません

けれども、特に先ほど言われました県税などの問題についてはさらに問題が深いと思います。い

ろいろな課題はあるかもしれませんけども、この問題の中で、要は地方税をどう確保するのかと

いうことでございますので、現時点で六団体との間の中で一定の妥結ができたというところが、

私はこれは結節点だろうと思っています。問題等がありましたら、改めてこの問題について団体

を通じて申し入れていきたいと思っています。
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○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。

原案に賛成のほか討論はありませんか。

まず、原案に反対者の発言を許します。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 専決の原案に反対いたします。

まず１点目は、毎年言っておりますが、特にことしの町税条例のいわゆる改正ですね、私たち

が言う改定は消費税問題が絡んでいます。そういう意味でいえば、これを３月３１日までに専決

しないといけないというのであれば、できれば専決という、これ少ないほうがいいわけですよね、

できれば間に合う段階で議会にかけること。少なくとも、他町村に聞いたら、もうほとんどこれ

もいわゆる承認が終わってるって聞いたんですよ。どんなふうにしたのって聞いたら、臨時議会

でやってるとこが多かったんです。ほかに臨時議会にかけてって、うちは国保もなかったですか

ら、６月議会まで一番近々の議会がここになったというんですけども、なるべく専決を避けてい

くということと、特にこの地方税の問題については、３０分やそこらの説明で、職員の方々はわ

かっても、議会の全員が可否を判断するだけの説明を受けて内容を理解したかという点について

は非常に疑問を持たざるを得ないという点でいえば、説明責任と準備という点では町側にも責任

があるのではないかということを自覚してほしいということが第１点。

２点目には、今回の地方税条例の改正は、大前提になっているのが消費税絡みだということで

す。今回の消費税問題については、多々、あと一般質問等でもありますけれども、多くの学者や

関係者が、経済学者が指摘しているように、今、消費税を上げてしまったら大変だというような

指標が出てる中での増税を提案してるということで大きな議論が沸いていること。

それから、今回で見たら、地方税法で改正するということは、消費税によって増税になる対策

をしないといけないわけですよ。金がないと言いながら、増税していく、消費税増税をという一

方で、高い、それが国民にとって負担増になるからどっかで軽減しようというやり方ですよ。こ

ういうことで多くの国家公務員を仕事に使って、自治体でも、全国の自治体がこんなふうに応じ

ているわけですよね。消費税増税せんかったらええんですよ。そういうことをもっと町財政の立

場からと、いわゆる自治体の事実的な仕事をしていくためにも、地方交付税をふやす意味からも、

今回のやり方に私は、住民の立場守ることと地方自治の守る立場から、懸念の意を少なくとも表

明すべきだというふうに思っているところです。これは承認だから、国が決まったから仕方がな
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いといいますが、国が決まって仕方がないという議会の結論出すのであれば、議会にかけなかっ

たらいいんですよ。議会にかけてくるということは、この議会がこれをどう判断するかというこ

とも問われておりますので、この中身が適切なのかどうなのかという十分な論議をして、専決処

分でも論議を深めて議決をとるべきだという点から見ても非常に不十分だという点、消費税大前

提だという点から反対いたします。

○議長（秦 伊知郎君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。

８番、板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ８番、板井です。私はこの原案、議案第３４号について賛成の立

場で討論させていただきます。

先ほど真壁議員のほうからるる反対のありました、最初の部分については、確かに議論を深め

るという議員の立場からすれば、専決では物足りないという部分は否めないなというふうにも思

っていますけれど、先ほどから反対の討論聞くと、要は消費税反対というのが全てであろうとい

うふうに思います。私たちは３月の定例議会でその発議のあったものを否決をしております。消

費税上がることは、それは今の現状からすれば仕方がないんではないかという、決して上がるこ

とはいいことはないけれど、社会保障と税の一体改革という大きな目標を達成するためには、消

費税２％は国民の皆さんに負担をしていただこう、そのほうがいいという判断を３月の定例議会

でいたしました。

その中にあっても、今の税制改正大綱に基づいて地方税法の一部を改正する法律が公布されて、

この４月の１日から施行されているわけです。この改正は、先ほど言われました消費税に対する

緩和ということもありますけれど、それ以上にふるさと納税の見直し、特に南部町は十分な対応

を今までしてこられた関係で全く問題はありません。泉佐野市のように返礼品でふるさと納税を

しっかり集めるのではなく、同じ条件の中で対応していく、そういったことの見直しをする法律

もあります。

そして、子供の貧困対策、さっき税務課長からも説明がありました。そういったようなことも

あります。

消費税、これもやはり先ほど言ったように、国民の皆さんの負担は、これはお願いをしなくち

ゃいけないという、私たち議会も決定もしたところであります。そういった面からすれば、この

上位法が変わった、それに対する南部町の税制の改正であります。当然従っていくべきというこ

とも思い、賛成の討論といたします。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） これをもって討論を終結いたします。
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これより、議案第３４号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。

賛成、反対御意見ございましたので、起立によって決したいと思います。

議案第３４号は、原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

○議長（秦 伊知郎君） 起立多数です。よって、本案は、原案どおり承認されました。

・ ・

日程第７ 議案第３５号

○議長（秦 伊知郎君） 日程第７、議案第３５号、専決処分の承認を求めることについてを議題

といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。それでは、議案書の１７ページをごらんくださ

い。議案第３５号、専決処分の承認を求めることについて（南部町国民健康保険税条例の一部改

正について）でございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。

はぐっていただきまして、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、南部町国民健康保険税条例の一部を改正することについて、次のとおり専決処分をする。平

成３１年３月２８日付でございます。

詳細につきましては、担当課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、伊藤真君。

○税務課長（伊藤 真君） 税務課長でございます。そうしますと、先ほどと同様、この新旧対

照表の２７ページをお開きください。国民健康保険税条例の一部改正について御説明いたします。

２７ページを１枚はぐって２８ページのところ、基礎課税額に係る課税限度額の引き上げで、

現行５８万円から改正後６１万円に引き上げられます。

続きまして、第２３条の第１項２号のところですね、５割軽減のところですけども、被保険者

数に乗ずべき金額を、現行２７万５，０００円から２８万円に引き上げられます。

続きまして、その下のところ、２割軽減のところです。被保険者の数に乗ずべき金額を、現行

５０万円から５１万円に引き上げられます。

－２０－



施行期日は、平成３１年４月１日から施行し、平成３１年度以後の年度分の国民健康保険税に

ついて適用します。以上、説明を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 説明が終わりました。提案に対して質疑ありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 国保税条例の改正が専決で出てきました。これもです。

まず１点目には、専決処分を行うというときには、担当課ないし役場のほうは３月３１日まで

にすることと、国が決めてきたことやから議会に出したらもう通るやろうと思ってるんでしょう

か。条例改正だけなんですよね。でも、ほかの議案はかかってきたら、議会で、本会議で３度ま

で質疑ができて、委員会の質疑を経て、委員会での可否を通って本会議で討論するというやり方

をするわけなんですよ。専決は本会議場で３回まで質疑できますけれども、そこですぐ決とっち

ゃうんですよ、承認するかどうか。この出し方が本来の議会や町政のあり方からしてどうかとい

う点から見たら、少なくとも専決に出すのであれば、中身がわかるように準備をして議会に出し

てくるというやり方がいいと思いませんか、町長。

例えば今回も全員協議会で私がお聞きしたのは、国民健康保険税の税額が、最高限度額が５８

万円から６１万円に上がるについて、今この対象世帯となっているのは何世帯あるのかというこ

とを聞いています。その中で、最高限度額を払っている、対象者となってる世帯の最低所得は幾

らか、こういう聞き方もしました。なぜかというと、この５８万が６１万になっても、３万円上

がるんだけれども、町でいえば限度額やから、お金持ってるからいいじゃないかと言いますが、

どれぐらいの世帯がこれだけの負担をしていて、それに耐えられるかどうかということが議員と

して判断できるかどうかという材料が要ると思いませんか。今、それ求めていますからお答えく

ださいね。

２つ目は、一つは最高限度額上げていくんですよ。国保税が大変やからというのと、均衡を保

つという意味でしょうかね。今度出てきたのは、５割減額と２割減額の対象世帯をふやすための

議案が出てきたんですよ。そうですよね。一見したら、片や税を上げていく内容が出てきました。

片や減額をする、法定減免を受ける世帯をふやす内容が出てきました。どういうことですか。国

は今、国保税、料のあり方を、どうだから限度額をふやして、２割、５割軽減をふやそうとして

いるんですか。これは町長に聞くのと同時に、私が求めております５割、２割軽減が今回の条例

改正で南部町ではどれぐらいの世帯に影響すると見ているのかという点を、課長が計算してくれ

ておりますと思いますので、お聞きいたします。

それで、町長、先ほどの質問にお答えください。
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○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、伊藤真君。

○税務課長（伊藤 真君） 税務課長です。私、真壁議員の質問を委員会のときにちょっと勘違

いしておりまして、５８万から６１万になって影響が出たところというふうに思ってしまって、

該当世帯が４世帯あります。（「今が４世帯」と呼ぶ者あり）はい。全部でではないですが……

（「わかりました。それも調べてきてください」と呼ぶ者あり）はい。（「所得」と呼ぶ者あ

り）所得は一番高いところで約１，７００万。（「低いところは」と呼ぶ者あり）低いところが

ちょっと、その方たち、４世帯の中ではわかるんですけども、その下というところはわかってな

くて、一番低いっていうところは７割軽減のところですか。（「違う」と呼ぶ者あり）この５８

万のところですか。（「最高限度額で一番低い世帯どこかって聞いてます」「ボーダーラインの

部分」「ちなみに４世帯の一番低いの……」と呼ぶ者あり）一番低いのが約９８０万です。

あと、２つ目の質問です。２つ目の質問ですけども、軽減世帯がどう変わったかというところ

ですけども、平成３０年度と令和元年度の比較でお答えします。軽減世帯は、平成３０年度が９

２５世帯、令和元年度が９３５世帯、１０世帯上がっていまして、率にして２％ふえています。

よろしいですか。あとまだ何か。

○議長（秦 伊知郎君） 挙手をしてから質問するようにしてください。（「済みません」と呼ぶ

者あり）

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。国保税のこの限度額の問題といいますのは、結局、

一つ一つの自治体で勝手なことをしてもならないし、そういう面で全くベストヒットしてるとは

私も思いません。しかし、国の中で全体押しなべて、国保税の問題というのは共通認識されてる

ところで、非常に低所得者が多いということや、それから高齢化が進んでるということに対して

国が相対的にこの限度額を上げたものだろうと思っています。運協の中で一度御審議もいただき

ましたけども、代表の方に御異存はないということでございましたので、一定の限度額を上げる

ということでございますので、評価はいただけるんではないかと、このように思って提案したと

ころでございます。よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長にお聞きしておりますのは、限度額を上げることはいたし方

ないのではないかというのはわかりましたが、今回、この限度額を上げることと一緒に５割、２

割軽減ですね、法定減免の世帯を広げる議案が出てきました。これは国がどういうことでこうい
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うことをしようとしているのかと思ってるかということをお聞きしています。そこはどうかとい

う点ですよね。

町長、私たち、今回、この国保の専決処分にはいけんと言いながら、今回のこれには反対しな

いんですよ。なぜかというと、この２割、５割軽減の世帯がふえるということに賛成するからな

んです。それで課長聞いてる。だから、２割、５割、７割を一まとめにして九百何世帯というよ

うな、そんなちょっと言い方しないで、それ積み上げには２割がどれだけが幾らにふえたか、５

割が幾らかふえたかというのわかるでしょう。それ答えてほしいんですよ。そうじゃないと、や

ってることが、どういうところで評価して賛成していくんだって、黙って出たもん全部賛成する

わけやないねんですからね。こういうふうに住民にとっていい影響があるからということを、そ

ういうのは少なくとも国は今、出してきよるんだから、それについて町ではどうなのかというこ

とをお述べいただきたいんですよ。そうじゃないと考えてしまう。その数字出ますか。

それと、町長、これは国保の今回の、全国的にこれが出たときに、２割、５割軽減の層を広げ

ていくということについては、賛成をもってどこの自治体も受けとめられてると思うんですよ。

なぜかというと国保が高過ぎるからですよ。

南部町でいえば、先ほど言った５８万からでも６１万、最高限度額の世帯も二十何世帯ありま

したよね。一番低いところは私たちが思っている以上に低い所得だったんですよ。なぜかという

と人数が多くて最高限度額に触れてきていますからね。そういう意味でいえば、課長、一番高い

ところだけ言って座らないで、高いのは１，７００万わかったから、一番低いところの、ほな、

４世帯のうちの９８０万というのは何人の御家族なのかということと、後の委員会でもいいです

から、最高限度額の世帯の一番所得の低いのどこかというとこをどっかで説明していただけませ

んか。よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、伊藤真君。

○税務課長（伊藤 真君） そうしますと、軽減世帯の数字についてもう一度お答えしてまいり

ます。

３０年度の２割軽減世帯、１６４世帯、同じく５割世帯、３２６世帯、７割軽減が４３５世帯、

軽減なしが５４８世帯で、合計１，４７３世帯。令和元年について、２割軽減世帯が１８３世帯、

５割軽減が３０７世帯、７割軽減が４４５世帯、軽減なしが５０７世帯、合計１，４４２世帯で

ございます。

それと、先ほどの限度額にひっかかった世帯ですけども、一番高い１，７００万ぐらいと言っ

たのが２人です。その次が１，５７０万ぐらいで３人、その次が１，０４０万ぐらいで６人、４
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番目の９８０万ぐらいと言ったのが６人ですね。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。

原案に賛成のほか討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。

これより、議案第３５号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。

議案第３５号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり承認されました。

・ ・

日程第８ 議案第３６号

○議長（秦 伊知郎君） 日程第８、議案第３６号、専決処分の承認を求めることについてを議題

といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。それでは、次は、議案書の２０ページでござい

ます。議案第３６号、専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度南部町一般会計補正

予算（第７号））。

地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。

次のページの専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成３０

年度南部町一般会計補正予算（第７号）について、次のとおり専決処分をする。平成３１年３月

２９日付でございます。

詳細につきましては、総務課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。それでは、補正予算書（第７号）により説

明をさせていただきます。
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議案第３６号

平成３０年度南部町一般会計補正予算（第７号）

平成３０年度南部町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１７５，８７３千円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ７，４９９，１５７千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費の補正）

第２条 繰越明許費の追加及び変更は、「第２表 繰越明許費補正」による。

（地方債の補正）

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。

平成３１年３月２９日 専決 南 部 町 長 陶 山 清 孝



そういたしますと、まずは４ページをごらんください。ここには第２表、繰越明許費の補正で

ございます。追加でございます。農地耕作条件改善事業、しっかり守る農林基盤整備事業、町道

東西町スポーツ広場線改良事業、農地災害復旧事業（単独）、合計８４０万６，０００円を追加

するものでございます。

その下、２、変更でございます。町道定期点検事業を７７１万５，０００円へ増額、林道災害

復旧事業（単独）を１，１０３万円へ増額、道路橋梁災害復旧事業（単独）を１，２０９万７，

０００円へ増額、河川災害復旧事業（単独）、これを３７５万６，０００円へ増額、単県斜面崩

壊復旧事業を４，８０７万円へ増額するものでございます。

続きまして、５ページでございます。５ページにつきましては、地方債の補正の変更でござい

ます。起債の目的につきましては、過年度林道災害復旧事業（補助）でございます。補正後の限

度額を９０万円に変更をするものでございます。起債の方法、利率、償還方法については補正前

と同じでございます。

それでは、歳出から御説明をさせていただきます。１０ページをごらんください。主なものを

説明したいと思います。２款総務費、１項総務管理費、９目企画費でございます。４２５万９，

０００円減額し、５億４，０５６万４，０００円とするものでございます。これにつきましては
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鳥取県西部地域企業立地促進事業補助金の件数の確定による減及び賀野サテライト拠点施設の維

持管理費、主に光熱水費でございますけども、それの減によるものでございます。

４項選挙費につきましては組み替えでございます。

１１ページをごらんください。３款民生費、３項生活保護費、１目生活保護総務費でございま

す。９９万１，０００円減額し、４，０４６万４，０００円とするものでございます。主にシス

テム変更による委託料が減額になったための補正でございます。

２目扶助費でございます。１，７２３万円減額し、７，７７７万円とするものでございます。

これにつきましては扶助費の支給額の見込みが少なかったために減額するものでございます。

続きまして、４款衛生費、２項環境費、１目環境衛生費でございます。３１万８，０００円増

額し、１６１万１，０００円とするものでございます。これは墓苑事業特別会計に繰り出しする

ものでございます。

２目環境対策費でございます。４３９万円減額し、３７１万１，０００円とするものでござい

ます。これにつきましては自然エネルギー等活用促進事業の補助金の申請数の確定により、不用

額を減額するものでございます。

１２ページをごらんください。同じく３項清掃費、１目塵芥処理費でございます。７５１万４，

０００円を減額し、３億１，８５２万２，０００円とするものでございます。これにつきまして

は負担金の額の確定による不用額の減ということになります。

５款農林水産業費、１項農業費、８目畜産業費でございます。２２８万４，０００円減額し、

３９０万円とするものでございます。これにつきましても補助金額の確定による減額ということ

になります。

２項林業費、２目林業振興費でございます。２０９万３，０００円減額し、３，８９５万１，

０００円とするものでございます。これにつきましては事業実施計画の変更による事業費の減と

いうことになります。

７款土木費、２項道路橋梁費、２目道路新設改良費でございます。１７５万８，０００円減額

し、１億５，９６６万３，０００円とするものでございます。これにつきましては事業の実績に

よる減額ということになります。

３目道路維持費です。６０２万３，０００円減額し、６，０４０万７，０００円とするもので

ございます。これにつきましては除雪の実績の減及び補助金の確定による減額ということになり

ます。

次ページ、１３ページをごらんください。９款教育費、５項保健体育費、３目学校給食費でご
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ざいます。２７７万９，０００円減額し、１億２，００８万８，０００円とするものでございま

す。これは学校の賄い材料費の確定によるものでございます。

１０款災害復旧費、１項農林水産業施設災害復旧費、１目農地災害復旧費につきましては１，

６７０万円減額し、３，９００万円。それから、２目の農業用施設災害復旧費は２，３７０万円

減額し、３，１００万１，０００円。３目林業施設災害復旧費は６，４３９万６，０００円に減

額し、２億３，２９０万円となります。これにつきましてはそれぞれ災害査定や実績見込みによ

りまして事業費を減額するものでございます。

続けて、１４ページをごらんください。２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋梁災害復旧

費でございます。９００万円減額し、６，４５０万円。あわせて、２目河川災害復旧費、１，１

００万円減額し、２，８００万円とするものでございます。これはそれぞれ実績見込みによる工

事費の減と測量設計委託料の増額によるものでございます。

続きまして、歳入を御説明いたします。７ページをお願いします。これも主なものを説明させ

ていただきます。１０款地方交付税でございます。１億１，１３６万４，０００円増額し、３３

億５，１６５万円とするものです。これにつきましては特別交付税の額の確定によるものでござ

います。

１２款分担金及び負担金、１項分担金、１目農林水産業費分担金から、次のページの１５款県

支出金、２項県補助金までは、歳出側の事業費の減額に伴う歳入の減ということになりますので、

よろしくお願いしたいと思います。

続けて、１８款繰入金、１項特別会計繰入金、１目太陽光発電事業特別会計繰入金は１７２万

３，０００円減額し、４，１６０万７，０００円となります。これにつきましては太陽光発電事

業特別会計のほうから、売電収入でございますけれども、一般会計への自然エネルギー機器等の

導入の補助金の実績が確定したことによる繰入額の減というふうになります。

同じく２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金でございます。これにつきましては決算見込

みにより４，０００万円減額し、基金繰り入れを行わないとしたものでございます。

続きまして、９ページをお願いします。２目減債基金繰入金です。１億５，６００万円減額し、

２億４，４００万円とするものでございます。

以下、お読み取りいただきたいと思います。

１５ページをお願いします。１５ページでございます。地方債の前々年度末における現在高並

びに前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。当該年度末現

在高見込み額は、普通債、災害復旧債、臨時財政対策債合わせまして６４億１，２３６万４，０
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００円となります。

以上、御審議をよろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 提案内容につきまして説明を受けました。質疑ありませんか。

５番、白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） この中の自然エネルギー政策についてちょっと質疑をさせてくだ

さいますか。

幾つかの事業があるんですけども、全体的に執行率が低い原因は何だと考えてますかというの

が質疑なんですけども、例えば住宅用太陽光発電は５１％、省エネ設備については６０％、まき

ストーブ、ペレットストーブなどの自然エネルギー事業は３３％、太陽熱利用機器は１４％、エ

ネファームについてはゼロ％、この原因は何だと考えておられるでしょうか。いわゆる想定より

ちょっと大きく見積もってしまったか、それともＰＲが不足だったのか、それとも住民が使いづ

らいような何かこの事業に課題があるかというようなところをひとつ聞かせていただきたいのと、

この自然エネルギーの活用についてはまだまだ研究をする余地は十分にあると思っております。

今後そういう研究をされますでしょうかという質問。この２点でお願いしたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、岩田典弘君。

○町民生活課長（岩田 典弘君） 町民生活課長です。議員の執行率の理由なんですけども、それ

ぞれの事業ですと補助金等ありますけども、実際の平均価格、工事に対する価格が結構２００万

近い事業とかもあったりしまして、そうやすやすと補助金があるからといって事業ができないと

いうところがあるかと思います。それに、太陽光とか省エネ関係ですけども、台所のリフォーム

関係というのが結構大きなところもあるかと思うんですけども、なかなかそういったリフォーム

的なところもなかなか数もないのかなというところがあるかと思います。

今後ですけども、南部町につきましては太陽光の特別会計がありますので、そうした他町村に

ないものといいますかそうした基盤がありますので、そうしたことをもっとＰＲして町民さんの

ほうへの拡大をしたいと考えております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君、よろしいですか。

ほかにありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） まず、歳入の点からですね。１点、７ページの地方交付税が補正

額、特別交付税が１億１，１３６万４，０００円出ています。ほぼこの専決で確定しておると思

いますので、地方交付税の総額は平成３０年度この金額になるのかということと、この特別交付
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税と普通交付税のこの金額の内訳を教えてください。

２点目は、これも歳入のところの８ページから９ページにわたりまして、いわゆる基金繰り入

れが予定した５億１，０００万より３億少し、約６割で済んだという問題。これについて平成３

０年度、詳しくは９月の決算で説明されると思うのですが、予定していたより基金が少なくて済

んだ。順調に進んだのか、事業しなかったのか、この辺をどう見ているのかという点。

それから、済みません、もう一つつけ加えて、雑入の老朽危険家屋等解体処分負担金、減額の

３７９万３，０００円。これ説明資料に出てなかったんじゃないかと思うんですけども、負担金

が入らなかったということは、しなかったのか、予定してるお金が入らないのか、どういう状況

なのか教えていただきたい。

歳出のところについては２点あります。１点は、民生費関連、１１ページの生活保護の扶助費

が減額の１，７２３万。約１割近いお金が残ってきたのではないかと思うんですが、残ったこと

いけないと言ってるのではなくて、前年ないしは予定していたよりどうなったのかという点で、

生活保護扶助を受けた世帯と人数の昨年比がわかればありがたい。これでもしかしたら人数が減

らなくても、病気とかが少なかったのかとも思っているんですけども、この減ったということの

説明を具体的な数字を示して聞けたらわかりやすいという点。

それから、次、最後です。１２ページ、農林水産業費の中の森林整備地域活動支援事業、減額

の２０９万３，０００円です。これをどうも説明資料で見てたら半分が減額になってるんですよ

ね。予定していた集落ができなくなった。どこができてどこができなかったのか、そのできなか

った理由についてお聞きいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。まず、歳入のほうから御質問いただきまし

た。

平成３０年度の交付税の話ですけれども、普通交付税が約２９億でよろしいですか。それから、

特別交付税、特交のほうが約４億５，０００万という形になります。合わせますと、交付税全体

では約３３億５，０００万ということでよろしくお願いしたいと思います。

それから、もう一点、基金の繰り入れの話でございます。当初５億ぐらいを予算化しておりま

したけれども、３０年度につきましては３月議会のほうで若干マイナスの補正をさせていただき

ましたし、今回、１億５，６００万落としまして、事業費の精査、あるいは縮減に努めたという

ことで御理解をいただきたいというふうに思います。私のほうからは以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。
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○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。９ページの雑入の老朽危険家屋等解体処分

負担金の減額ですけども、解体予定の家屋がございましたが、解体をしなかったということで、

事業をしなかったものです。ですので、負担金が入らないということではなく、事業をしなかっ

たということでございます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 福祉事務所長、岡田光政君。

○福祉事務所長（岡田 光政君） 福祉事務所長です。１１ページの生活保護の扶助の件で御質問

いただきました。

真壁議員言われたとおり、医療費の関係が当初の見込みよりも少なかったということです。大

きな病気とか大きな手術がなかった関係で医療費の支出のほうが少なかったということになって

おりますので、よろしくお願いします。

それとあと、世帯数と人数ということですけれども、３０年度末が５１世帯の６８名、２９年

度末が４５世帯の５８名になっております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。森林整備地域活動支援の交付金のほうの森林経営計

画の面積減による減額はなぜかということにお答えいたします。

当初の対象は、これ全て、最初は林班全ての面積を対象としまして計画をいたします。その計

画は、金田地域と池野地域、金山地域、八金地域、与一谷地域という地域で計画をしておりまし

た。実際この森林経営計画を立てるに当たりましては、その林班の２分の１以上がまとまること

が条件となっておりまして、その個々の林班の中で不在地主さんですとか、ちょっと連絡がつか

ないというところもございまして、金田、池野、金山、八金につきましては、そういったところ

を除いてほぼほぼの面積で契約、協定が結ばれたということですが、残る与一谷地区におきまし

ては、西部森林さんにも聞き取りをいたしましたが、経営計画の意義やメリットのほうの説明が

十分に得られなかった、理解をしていただけなかったということでなかなか合意に至らなかった

というぐあいに聞いております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 済みません、委員会がないから聞いててあれですけども、地方交

付税が内容わかりましたが、これは今回の３３億５，１６５万というのは昨年に比べてどうだっ

たんでしょうかということと、特交の４億５，０００万というのは、これも昨年に比べてどうだ

ったのでしょうかということをちょっとお聞きしたいと思います。

それと、老朽家屋の危険家屋が、事業ができなかったという理由について、ちょっと教えてく
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ださい。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。平成２９年度の普通交付税につきましては、

約２９億６，０００万円ということです。それから、特交のほうでございますけれども、約４億

１，３００万円ということになります。全体で増減を比べてみますと、２，４００万の減という

ことになります。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。老朽危険家屋の解体をしなかったというこ

とですけども、予定としましては町のほうで工事をして負担をもらおうという予定、計画しとっ

たわけですけども、結果、所有者の方のほうで今、徐々にですけども、解体をされてるというこ

とが進んでおりまして、そういったものになります。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。

原案に賛成のほか討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。

これより、議案第３６号、専決処分の承認を求めることについてを諮ります。

議案第３６号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。

ここで休憩をとります。再開は２時５０分にします。

午後２時３５分休憩

午後２時５０分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開します。

・ ・

日程第９ 議案第３７号

○議長（秦 伊知郎君） 日程第９、議案第３７号、専決処分の承認を求めることについてを議題

といたします。
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町長から提案理由の説明を求めます。

副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。それでは、議案書の２２ページからでございま

す。議案第３７号、専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度南部町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第４号））。

地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。

次のページの専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成３０

年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について、次のとおり専決処分をする。

平成３１年３月２９日付でございます。

詳細につきましては、担当課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、岩田典弘君。

○町民生活課長（岩田 典弘君） 町民生活課長でございます。それでは、予算書をごらんいただ

き説明させていただきます。１ページ目をごらんください。



議案第３７号

平成３０年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

平成３０年度南部町の国民健康保険事業特別会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところ

による。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４４，０８０千円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１，３４４，４２０千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成３１年３月２９日 専決 南 部 町 長 陶 山 清 孝



５ページの歳出から説明させていただきます。２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保

険者療養給付費でございます。２，０４２万１，０００円を減額し、８億１，８７８万円とする

ものでございます。
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２目退職被保険者等療養給付費でございます。１，６６６万１，０００円を減額し、３７４万

１，０００円とするものでございます。

２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費でございます。２７８万３，０００円を減額し、

１億２，５４５万６，０００円とするものでございます。

２目退職被保険者等高額療養費でございます。２５３万７，０００円を減額し、ゼロ円とする

ものでございます。

４項出産育児諸費、１目出産育児一時金でございます。１６８万円を減額し、１６８万円とす

るものでございます。これらは実績額による減額でございます。

歳入でございますが、４ページをごらんください。５款県支出金、２項県補助金、１目保険給

付費等交付金、３，６１３万８，０００円を減額し、９億８，９８２万４，０００円とするもの

でございます。内訳としまして、普通交付金が４，３２９万６，０００円の減額、特別交付金７

１５万８，０００円の増額で、それぞれ実績額によるものでございます。

８款繰入金、１項繰入金、２目基金繰入金、７９４万２，０００円を減額し、２，００５万８，

０００円とするもので、実績に伴う減額でございます。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。質疑ありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 今回の専決は、国保、４，４０８万の減額、ほとんど保険給付費

の減だというふうに説明がありました。

そこでお聞きするんですが、これはもう専決で平成３０年度の数値がほぼ確定してくるのかな

と思うんですけども、この給付費について言えば、昨年度で比べてどうだったのか、それと平成

３０年度の計画値から見てどうだったのか、その数字の対比を教えていただきたいのです。それ

でふえているか減ってるか、その傾向と理由をどんなふうに見ているかということを教えてくだ

さい。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、岩田典弘君。

○町民生活課長（岩田 典弘君） 町民生活課長でございます。療養給付費ということで、一般、

退職絡めて説明させていただきますと、平成３０年度の一般、退職合わせまして、療養給付費の

ほうが１人当たりが３３万１，７０８円療養給付費かかっておりまして、昨年２９年度につきま

して３１万１，３６４円ということで、６．５３％の伸びとなっております。

計画値、当初予算に比較しましては、ちょっとパーセントは出しておりませんけども、まず一
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般療養給付費にしますと８億３，９２０万１，０００円という予算を立てておりまして、２，０

４２万１，０００円の減額となっております。退職につきましては、決算では、決算といいます

か、確定値では約３７４万円給付しておりますけども、計画値としては退職の方はだんだん減っ

ておりますので、計画値の当初では２，０４０万２，０００円の予定を立てておりまして、大幅

に減にはなっております。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 今回の専決を見る限り、要はこんなふうに給付費が４，０００万

ほど少なくなったので、基金の繰り入れが、当初していたよりも７９０万ぐらい減らして、当初、

基金をほとんど全部使ってしまうと言ってたやないですか。要は８００万ぐらい残るよというふ

うに見ていいわけですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、岩田典弘君。

○町民生活課長（岩田 典弘君） 町民生活課長です。基金４，０００万ありまして……（「４，

０００万、投入２，０００万」と呼ぶ者あり）もとは３０年当初４，０００万ありまして、先ほ

ど真壁議員おっしゃったように全部使う予定ではなくて、２，４００万ぐらいの予定をもくろん

ではおったところです。以上です。（発言する者あり）実際、基金の取り崩しが２，０００万…

…（「で済んだということ」と呼ぶ者あり）はい、済んでおります。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。

８番、板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） 板井です。私は、事業説明書の５１ページ、出産育児一時金のと

ころなんですけれど、当初予算から見ると約半分に減っているということなんですけれど、これ

は今の少子化というか、なかなかそういった形で子供を産んでもらえない、また、それに対する

国保に入っている方が少なかったということもあるかもしれませんけど、この辺の内容について

どういうふうに分析をしておられるのか確認をとります。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、岩田典弘君。

○町民生活課長（岩田 典弘君） 町民生活課長です。出産育児一時金につきましては、結局１６

８万円になっておりますが、これは４件なんですけども、当初予定ですけど８件を予定はしてお

ったんですけども、何があるか、当初は１１月ぐらいに予算を立ててしまいますので、多目にち

ょっと組んであったところもありますし、出産育児一時金につきましては入の交付税のほうには

関係ありませんので、ちょっと多目に立てておったということがございます。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。
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○議員（８番 板井 隆君） はい。

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。

原案に賛成のほか討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。

これより、議案第３７号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。

議案第３７号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。

・ ・

日程第１０ 議案第３８号

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１０、議案第３８号、専決処分の承認を求めることについてを議

題といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。それでは、続きまして議案第３８号でございま

す。専決処分の承認を求めることについて（平成３０年度南部町墓苑事業特別会計補正予算（第

２号））。

地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。

はぐっていただきまして、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、平成３０年度南部町墓苑事業特別会計補正予算（第２号）について、次のとおり専決処分を

する。平成３１年３月２９日付でございます。

詳細につきましては、担当課長のほうから説明をさせていただきますので、よろしくお願いい

たします。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、岩田典弘君。

○町民生活課長（岩田 典弘君） 町民生活課長でございます。予算書のほうをごらんいただき説

明させていただきます。１ページ目をごらんください。
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議案第３８号

平成３０年度南部町墓苑事業特別会計補正予算（第２号）

平成３０年度南部町の墓苑事業特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６６８千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ２，５１１千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入予算補正」による。

平成３１年３月２９日 専決 南 部 町 長 陶 山 清 孝



歳出から説明させていただきます。５ページ目をごらんください。１款総務費、１項総務管理

費、１目一般管理費でございます。１１万３，０００円を減額し、１０７万３，０００円とする

ものでございます。主なものとしましては需用費の減額でございます。

２款諸支出金、１項償還金、１目償還金でございます。３７万円を減額し、１４３万８，００

０円とするものでございます。これは返還のあった墓地の利用者さんに返還金を出したものでご

ざいまして、全部で６件ございました。

次に、歳入でございます。４ページをごらんください。１款使用料及び手数料、１項使用料、

１目墓地使用料でございます。９６万９，０００円を減額し、１２２万２，０００円とするもの

でございます。実績によるものでございます。

続いて、２項手数料、１目墓地手数料でございます。１万７，０００円を減額し、６９万４，

０００円とするものでございます。こちらも実績によるものでございます。

次に、２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金でございます。歳出総額から歳

入総額を引きまして不足額を算出し、３１万８，０００円を増額し、５９万３，０００円とする

ものでございます。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 提案に対して質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 質疑なしと認めます。

質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。
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原案に賛成のほか討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。

これより、議案第３８号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。

議案第３８号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。

・ ・

日程第１１ 議案第３９号

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１１、議案第３９号、専決処分の承認を求めることについてを議

題といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。それでは、議案第３９号でございます。専決処

分の承認を求めることについて（平成３０年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第３

号））。

地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。

次のページの専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成３０

年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第３号）について、次のとおり専決処分をする。

平成３１年３月２９日付でございます。

詳細につきましては、担当課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、岩田典弘君。

○町民生活課長（岩田 典弘君） 町民生活課長でございます。それでは、予算書をごらんいただ

き説明させていただきます。１ページ目をごらんください。



議案第３９号

平成３０年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第３号）

平成３０年度南部町の太陽光発電事業特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところに
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よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，１４８千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２１４，２４９千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成３１年３月２９日 専決 南 部 町 長 陶 山 清 孝



歳出から説明させていただきます。５ページ目をごらんください。１款総務費、１項総務管理

費、１目維持管理費でございます。４６３万１，０００円を増額し、４，１８３万６，０００円

とするものでございます。主なものとしまして、基金への積立金の増でございます。

２款環境費、１項環境対策費、１目環境対策費でございます。１７２万３，０００円を減額し、

４，１６０万７，０００円とするものでございます。これはエネルギー関連の補助金の実績によ

る減額でございます。

次に、歳入でございます。４ページ目をごらんください。主なものといたしましては、３款繰

越金、１項繰越金、１目繰越金、６万９，０００円を増額し、７万円とするものです。前年度の

繰越金でございます。

４款諸収入、１項収益事業収入、１目売電収入、２００万円を増額し、７，４００万円とする

ものでございます。売電収入実績によるものでございます。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 提案に対して質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 質疑なしと認めます。

質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。

原案に賛成のほか討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。

これより、議案第３９号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。

議案第３９号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。

・ ・

日程第１２ 議案第４０号 から 日程第１７ 議案第４５号

○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。この際、日程第１２、議案第４０号、消費税及び地

方消費税の税率改定等に伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてから、日程第１７、議

案第４５号、令和元年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）までを一括して説明を受けたい

と思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１２、議案第４０号から日程第

１７、議案第４５号までの提案説明をお願いいたします。

町長からの提案理由の説明を求めます。

副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。それでは、私のほうから条例関係の議案につい

て説明をさせていただきます。まず、議案第４０号でございます。消費税及び地方消費税の税率

改定等に伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてでございます。

次のとおり消費税及び地方消費税の税率改定等に伴う関係条例の整理に関する条例を制定する

ことについて、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものでござ

います。

これは消費税率の１０％への引き上げが本年の１０月１日から施行される予定となっているこ

とに伴いまして、関係条例の整理に関する条例を制定し、税率改定に対応をしようとするもので

ございます。

内容ですが、６条立ての構成とさせていただいておりまして、まず第１条では水道料金、第２

条では下水道使用料、第３条で農業集落排水使用料、第４条で浄化槽の使用料、第５条では病院

使用料等、そして第６条ではし尿処理手数料について、それぞれ税率を１０％とした使用料等に

改正を行うものでございます。

この条例の施行日は、令和元年１０月１日からとしております。なお、引き上げ後の利用料金

等の適用につきましては、それぞれ附則において定めております。

以上、よろしく御審議のほど、お願いをいたします。

続きまして、議案第４１号でございます。南部町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部改正について。

－３９－



次のとおり南部町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

することについて、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるもので

ございます。

これは選挙の執行経費等を定めている国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律が改正

されたことに伴いまして、特別職の職員で非常勤のものの報酬のうち、この法律の規定により定

めている報酬に該当するものについて、一部改正を行うものでございます。

具体的には、投票所の投票管理者、投票立会人、開票管理者、開票立会人などの報酬を増額の

改定をするものでございます。

この条例の施行日は、公布の日からとしております。よろしく御審議のほど、お願いいたしま

す。

続きまして、議案第４２号でございます。南部町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の

一部改正について。

次のとおり南部町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正することについて、

地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

これは任期付職員において適用除外となっている手当の見直しを行いまして、専門的な知識、

経験を有する人材の確保を確実に行うことを目的として、条例の一部改正を行うものでございま

す。

具体的には、各種手当の適用除外を規定している条例第８条について、従来は一律に適用除外

を規定しておりましたが、採用形態によってそれぞれ適用除外とする手当を規定するように改正

をするものでございます。これによりまして、管理職としての任用が想定される採用形態には管

理職手当や管理職特別勤務手当の支給が可能となるものでございます。

この条例の施行日は、令和元年７月１日からとしております。なお、改正後の適用除外規定は、

この条例の施行の際に現に採用されている任期付採用職員についても適用することとしておりま

す。よろしく御審議のほど、お願いいたします。

続きまして、議案第４３号でございます。南部町森林整備基金条例の制定について。

次のとおり南部町森林整備基金条例を制定することについて、地方自治法第９６条第１項第１

号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

この条例は、市町村が取り組む森林整備の促進等に要する費用に充当することを目的として、

新たに譲与されることとなりました森林環境譲与税について、後年度における事業に要する費用

に充てるため、基金を設置をするものでございます。
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この条例の施行日は、公布の日からとしております。よろしく御審議のほど、お願いいたしま

す。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。それでは、議案第４４号、令和元年度南部

町一般会計補正予算（第１号）。



議案第４４号

令和元年度南部町一般会計補正予算（第１号）

令和元年度南部町の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５０，１１８千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６，７４８，１１８千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。

令和元年６月１４日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

令和元年６月 日 決 南部町議会議長 秦 伊 知 郎



そういたしますと、４ページをごらんください。４ページには、地方債の補正でございます。

起債の目的、複合施設整備事業債。限度額、６，０５０万円。起債の方法、証書借り入れでござ

います。利率、償還の方法については記載のとおりでございます。これにつきましては複合施設

の整備のための借り入れを追加するものでございます。

次に、８ページをごらんください。８ページから歳出の主なものを御説明申し上げます。２款

総務費、１項総務管理費、９目企画費でございます。２４５万８，０００円増額し、３億９，７

７６万４，０００円とするものでございます。これにつきましてはハンリム大学からのインター

ンシップ学生を招聘しまして、インバウンド対策に活用するためのものでございます。

１４目合併事業費でございます。３５１万円増額し、１億４７０万４，０００円とするもので

ございます。コミュニティバス運行事業による委託費の増と、複合施設整備事業のうち各種申請
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料が必要となったためのものでございます。

９ページをごらんください。３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費でございます。

１，０５８万４，０００円増額し、３億６，５３７万７，０００円とするものでございます。こ

れにつきましては総合福祉センターしあわせのヒートポンプチラーの修繕による増額ということ

になります。

２項児童福祉費、１目児童福祉費総務費でございます。９８４万５，０００円増額し、１，７

４９万１，０００円とするものでございます。無償化に伴う子ども子育て支援システムの改修に

よるものでございます。

３項生活保護費、１目生活保護総務費でございます。１５８万４，０００円増額し、３，６８

６万７，０００円とするものでございます。これにつきましてもシステムの改修に伴うものでご

ざいます。

４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費でございます。４１０万４，０００円増額

し、６，７２０万９，０００円とするものでございます。これにつきましては健康管理センター

のエアコンの修繕を行うためのものでございます。

１０ページをごらんください。同じく２目予防費につきましては、２８６万３，０００円増額

し、３，６１７万１，０００円とするものでございます。これにつきましては風疹の予防接種推

進のためのクーポンを作成するための経費でございます。

５款農林水産業費、１項農業費、５目農業振興費でございます。１０３万６，０００円増額し、

１億３，７９０万６，０００円とするものでございます。これにつきましては汗かく農業者支援

事業の申請見込みの件数の増に対応するためのものでございます。

２項林業費、２目林業振興費でございます。４２０万円増額し、４，６３５万６，０００円と

するものでございます。これにつきましては森林環境譲与税を活用しまして、間伐の促進に向け

た事業、あるいは森林管理に関する所有者の意向調査ということが盛り込まれているものでござ

います。

１１ページをごらんください。６款商工費、１項商工費、２目観光費でございます。９６万７，

０００円減額し、２，８９３万９，０００円とするものでございます。これにつきましては体験

型の観光推進事業において地域おこし協力隊の応募がなかったことから、観光協会で職員を雇用

するために観光協会に補助金といたすものでございます。

７款土木費、２項道路橋梁費、２目道路新設改良費でございます。それとあわせまして３目道

路維持費につきましては、それぞれ工事請負費から委託料等への組み替えをお願いするものでご
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ざいます。

１２ページをお願いします。８款消防費、１項消防費、１目非常備消防費でございます。３６

９万６，０００円を増額し、２，８８７万８，０００円とするものでございます。これにつきま

しては消防団員の退職に伴う退職金ということになります。

同じく３目災害対策費につきましては、２２１万８，０００円増額し、７，９７０万７，００

０円とするものでございます。これにつきましては鳥取県の連携備蓄による備蓄数量の増加等に

よるものでございます。

続いて、１３ページをお願いします。９款教育費、５項保健体育費、３目学校給食費でござい

ます。３５９万３，０００円増額し、１億２，９１２万５，０００円とするものでございます。

会見給食センターの屋根の陸屋根部の部分ですけれども、雨漏りの修繕を行いたいということを

思っているものでございます。

続きまして、歳入を御説明いたします。６ページをごらんください。６ページです。１４款国

庫支出金、１項国庫負担金、２目衛生費国庫負担金につきましては、１１１万２，０００円増額

し、１３６万２，０００円とするものです。これにつきましては風疹の予防接種に伴うものでご

ざいます。

同じく２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金につきましては、８２８万５，０００円増額し、

３，１６２万７，０００円となります。これにつきましては幼児教育・保育の無償化等によるシ

ステムの改修への補助金ということになります。

１５款です。県支出金、２項県補助金、１目総務費県補助金でございます。５０万円増額し、

１，８９４万１，０００円とするものでございます。これにつきましては歳出側のコミュニティ

バス事業費の増によるものでございます。

１８款繰入金、２項基金繰入金、５目公共施設整備基金繰入金でございます。１，８２８万１，

０００円増額し、２，１２７万円とするものでございます。これにつきましても歳出側の施設修

繕、ヒートポンプチラーでありますとか陸屋根の雨漏りの整備、それからエアコン等の修繕を行

うため、基金からの繰り入れを行うものでございます。

７ページをごらんください。２１款町債、１項町債、１目総務債でございます。１８０万増額

し、１億１，８４０万円に増額するものでございます。これにつきましては複合施設の整備に伴

う合併特例債の借り入れ分ということになります。

続きまして、１４ページをお願いします。１４ページにつきましては、特別職の給与費明細書

をつけております。下段の比較の欄、その他の特別職で報酬が８５万４，０００円減額となりま
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す。これにつきましては先ほども申し上げましたハンリム大学からのインターンシップ生の増額

分、それと地域おこし協力隊が採用に至らなかったための予算の減額を反映したものとなります。

次に、１５ページをごらんください。地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び

当該年度末における現在高の見込みに関する調書をつけております。当該年度末現在高見込み額

は、普通債、災害復旧債、臨時財政対策債合わせまして６２億６，６６８万１，０００円となり

ます。

以上、御審議をよろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者でございます。議案第４５号、令和元年度南

部町病院事業会計補正予算（第１号）、お願いいたします。

予算書１ページ、お願いいたします。総則。第１条、令和元年度南部町の病院事業会計補正予

算（第１号）は、次に定めるところによる。

資本的収入及び支出。第２条、予算第４条本文括弧書きを（資本的収入額が資本的支出額に対

して不足する額１億５，８４１万１，０００円は過年度分損益勘定留保資金をもって補填するも

のとする。）に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

科目。収入。第１款資本的収入１９０万円追加いたしまして、６，７４５万６，０００円でご

ざいます。第２項企業債、同じく１９０万追加いたしまして、２，８９０万といたします。

支出。第１款資本的支出３５５万５，０００円追加いたしまして、２億２，５８６万７，００

０円といたします。第１項建設改良費１，９８０万円追加させていただきまして、３，３４４万

７，０００円とするものでございます。第２項企業債償還金、１５７万５，０００円追加いたし

まして、１億８，９７８万円とするものでございます。

２ページをごらんください。（「議長、ちょっとストップ」と呼ぶ者あり）

○議長（秦 伊知郎君） ちょっと休憩します。

午後３時２８分休憩

午後３時２８分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 支出。第１項建設改良費１９８万円を追加いたしまして、３，

３４４万７，０００円とするものでございます。第２項企業債償還金１５７万５，０００円を追

加いたしまして、１億８，９７８万円とするものでございます。
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２ページをごらんください。企業債。第３条、予算第５条に定めた企業債の限度額を次のとお

り補正する。

起債の目的、医療機器等整備事業。限度額２，７００万円に対しまして、限度額、補正後でご

ざいますが、２，８９０万とするものでございます。

４ページをごらんください。先ほどの事柄を表にしたものでございます。

５ページをごらんください。予定キャッシュ・フロー計算書でございます。平成３１年４月１

日から令和２年３月３１日のものでございます。下のほう、財務活動によるキャッシュフロー、

先ほどの建設改良企業債の償還による支出１億８，９７８万円でございます。この結果、一番下、

資金期末残高につきましては、２，１００万４，０００円となるものでございます。

６ページをごらんください。６ページ、７ページ、令和元年度南部町病院事業会計予定貸借対

照表でございます。令和２年３月３１日を示しております。６ページ、資産の部でございます。

資産につきましては、固定資産の（ロ）建物が大宗を占めまして、右の一番下、３４億６，２６

３万３，０００円が資産でございます。

７ページ、上段、負債の部でございます。負債の部につきましては、４、固定負債２６億９，

６３３万９，０００円でございます。これを中心としまして、負債の部合計、真ん中の右でござ

いますが、３３億７，６６３万１，０００円でございます。

下半分、資本の部でございます。資本の部、下から２つ目、資本の合計につきましては８，６

００万２，０００円でございます。合わせまして、負債資本合計は３４億６，２６３万３，００

０円でございます。

８ページをごらんください。令和元年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）見積書でござ

います。

款１、資本的収入、企業債、１９０万円補正いたしまして、２，８９０万円でございます。

支出。款１、資本的支出、１、建設改良費、１、固定資産購入費１９８万円でございます。こ

れは機械備品購入費でございまして、便潜血検査用機器でございます。検便用の機器でございま

すが、現在西伯病院で使用しておりますものにつきましては、定性法というものでずっとやって

おりました。これにつきまして県のほうから推奨がございまして、定量法というものにすること

になりまして、これに必要な機械を買わせていただくものでございます。

２、企業債償還金、１、企業債償還金、償還につきまして１５７万５，０００円を追加するも

のでございます。これにつきましては平成３１年２月、借入金、企業債につきまして当初の予定

価格で申請いたしました請差、これは薬剤の調剤支援システムでございますが、請差が生じまし
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て１５７万５，０００円償還するものでございます。

９ページをごらんください。企業債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度

末における現在高の見込みに関する調書でございます。前々年度末現在高３２億３，４８４万５，

０００円でございました。前年度末現在高３０億５，１８６万３，０００円となりまして、当該

年度末現在高見込み額、一番右でございますが、２８億９，０９８万３，０００円となる見込み

でございます。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 提案説明が終わりました。

これより議案に対する質疑に入ります。

質疑は、会議規則第５４条にもあるとおり、疑問点のみについて簡明に行ってください。

なお、個別質疑につきましては、予算決算常任委員会で行うことになりますので、よろしくお

願いいたします。

それでは、順次行きます。

議案第４０号、消費税及び地方消費税の税率改定等に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

について、質疑ありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） このたびの条例は、１０月に予定されている消費税１０％の増税

を見込んで、上水道及び下水道、それからごみですね、それと病院関係を、条例を１０％に上が

ったときに使えるようにしておきたいということで出してこられたということですよね。

そこで町長にお聞きしますけれども、町長、１０月１日といったら年度の半ばですよね。半ば

に国の法律が、国によって１０月１日から２％増税だというんですけども、どこの町村も困って

て、これを、こういう条例をいつ出すか、国が決めることですからね。国が決めるところは、町

はだめだということできないんですけども、例えば隣の伯耆町の話聞かれたと思うんですけども、

町長は３月議会で、どうなるにしたって平成３１年、いわゆる令和元年度の分についてはもう出

さないと、予算も条例も出さないということですよね。そういうふうに３月議会で言われてるん

ですよ。

日南町は御存じのように８％に上がったときには、住民の暮らしを考えたら大変だということ

で、国が決めたことやから５％から８％にしないといけないけども、その分の上下水道料を抑え

て住民には増税分を反映しないようにしていってるんですよ。恐らく今度の１０％についても同

じようなことするんではないかと思うんですけども、そういうふうな近隣町村の様子を見られて、
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今回、予算についてはおいとくけれども、条例を準備するというのですが、私は準備のこともそ

うですけれども、お隣の伯耆町に倣って、少なくとも年度半ばでするということになったら、今

度はまた補正予算も出てくるわけですよね。

私たちとすれば、国民の半数以上が反対している消費税増税は非常にけしからんし、次の選挙

で何とかしたいと思ってる国民も多いわけですよ。そういう中で、そういうふうに願ってる町民

もいる中で、公平性を保つ意味から見たら、様子見も含めてこのような条例改正は今回出さずに、

少なくとも伯耆町に倣って見送るということも一つの方向ではないかというふうに思うのですが、

町長はどのようにお考えでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。町民の暮らしや生活のことを考えれば非常に心苦し

いとこはありますけれども、社会保障に充てる消費税の増額でございます。プライマリーバラン

スをとるためには消費税は１３％だろうというぐあいな数字まで出ているところでございますの

で、ぜひここは将来の社会保障のためにも御理解をいただいて、住民の皆様にも御理解をいただ

きたいと、このように思ってます。よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長、この消費税の税率改正で上水道、下水道を上げることが社

会保障のお金になるんだというんですけども、国会でも責任者が、社会保障にお金がないから消

費税だというんですけども、消費税というのは一般財源でしょう。色ついてるんですか。例えば

今度町議会に来るときに、財源分として消費税の還元分ということで何％って来るわけですか。

社会保障というのは、一般行政の中ですから、色ついてるわけじゃないんですよね。私はそう

いうとこでこそ地方自治体に携わった方々が国に対して声を上げてほしいと思ってるんですよ、

私たちも上げないといけませんけども。そんなばかなことが通用するか。どうして社会保障費だ

け消費税にならんといけないのか。今、爆買いと言われてるＦ－３５を何本買うというところに

ついては色をつけないのか。これは地方自治体とか財政を一番よく知っている方々が声を上げな

いといけないんではないかと思うんですよ。その上でお金が足りんかったらどうしようかだった

ら話わかるけれども、住民の今、水道料金を２％上げようかというときに、社会保障のためだと

言って、そういう説明で私は行くのかと思うんですよ。この点について、それに仮に消費税が社

会保障のためとしたって、半年間ぐらいどうにでもなることやないですか。なぜ、急いで意見が

分かれてるものをこんなふうにしないといけないのかという点について、もう少しお考えいただ

きたいと思うんですが、変わりないですか。
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○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 水道料金であったり下水道料金であったり、このあたりは非常に皆様の

生活に密着したものでございます。これを半年間ぐらいは税を上げずにということを言われてる

んだろうと思いますけれども、間違いなくこれから先々上げていかなくちゃいけませんし、まだ

今のこの消費税の段階はまだまだ入り口でして、将来のこの公共料金に対して、将来に対してツ

ケを回すわけにはならないわけです。今、公共料金の審議会等を通じて全体の本来の料金として

はどのあたりが妥当なのかということを検討いただく予定になっております。それを含めれば、

今、少なくともここで消費税分を上げておくことが、将来に対しては大きな値上げにつながらな

いだろうと、こう思ってるところでございます。

いずれその数字等もお示ししながらここで御議論いただかなくてはいけませんけれども、ぜひ

またこの消費税については、ここは御理解いただきたいと、こう思ってます。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長、これから先に公共料金上げていかんといけんというのは、

これは私は慎重に言われたほうがいいと思うんですよ。公共料金って全てのものにかかわってく

る。

今、町民の暮らしというのは、今度、一般質問等に出てくると思いますけれども、国保自体も

構造的な問題と言われてる中で、生活費関連の公共料金下げてほしいというのが住民の声なんで

すよ。年金で２，０００万も足らないという話が責任問題になっていますけれども、そういう多

くの国民、町民がいる中で、町長は消費税ぐらいはと言うんですけども、公共料金についての考

え方の問題ですよね。

私は、ぜひ考え直してほしいと思うということを言っておくのと同時に、委員会ではどなたの

担当ですか。各課の担当がこれによる今回の、今回は予算は計上していないということですけれ

ども、この条例を変えることによって、どれぐらいの影響額と見ているのかという点ですね、そ

れを聞きますので、ぜひ試算しておいてほしいと思います。

町長、考え方に変わりはないということですよね。私は、少なくとも首長会が町村会等で、こ

のようなやり方はやめるべきだと、社会保障費は消費税に限らずちゃんと全額しろと、そういう

ことを首長としてぜひ言っていってほしいと思うんですけども、そうはなりませんか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 消費税についてはぜひ御理解をいただきたいと思います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） １０番、細田元教君。
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○議員（10番 細田 元教君） ２点ございます。１点目は、今の最初のほうの消費税の分は真壁

議員が言われた。

西伯病院とし尿の関係なんですが、確かにこの消費税の問題は、医療、福祉については損税に

なっております。原則、患者さんに転嫁できないというのが原則みたいになっておっただないか

なと思っておりましたが、つらつら見ましたら西伯病院もこういうことで全部消費税がかかって、

これを国に納めておられるんだなと、今この病院財政が厳しい中、どうしようもないとは思いま

すけども、一つ疑念があるのは、例えば診断書料等は医院によって、これは値段は自由ですので

これはいいですが、往診料とか訪問診療とか、こんなのは医療点数で決まってると思いますけど

も、これらは西部医師会との、また、医師会との連携というか、そういうとの話し合いというの

はきちっとなっているものかどうか、こんなん関係なしにこれは病院で決められることだろうか

なと、今、疑問思いましたが、その件についてひとつ教えてください。

最後のもう一つは、し尿の関係ですけども、これも単純に２％上乗せしておりますが、これは

そういう簡単なもんでいいといやあそれまでですが、大体し尿についてはいろんな行政と組合と

の話し合いがあったと思いますけども、これらはもうそんなこと関係なしにぽんと２％上げても

いいものなのかどうか、お聞きしたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者でございます。先ほど細田議員のおっしゃる

とおり、診療費につきましては、もうこれは国の決めることですので、病院は一切さわりません。

今のおっしゃった往診料とかそういったことは入ってますけど、これは自動車で動きますので、

その自動車で動く分の改定になっております。いわゆる医療の診療、いわゆる診療代ですね、こ

れにつきましては繰り返しますけど国が決めるものでございまして、これは１円たりとも病院で

はさわれません。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、岩田典弘君。

○町民生活課長（岩田 典弘君） 町民生活課長でございます。し尿に関しましてお答えさせてい

ただきます。

組合等と話があったのかとおっしゃいますけども、西部広域行政管理組合との話はございませ

んといいますか、打ち合わせのほうを、お話はさせていただきましたけども、それぞれ市町村の

ほうが決めるということで任されておるところです。

近隣の市町村のほうへ聞きましたところ、米子市さんにつきましてはもう既に上げられており

ますし、近隣の町村のほうの話も聞きますと、今回上げさせていただくというところが多数あっ
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たように思っております。

それと、そのし尿２％分を上げないということになりますと、上げない分は許可業者さんが全

部かぶってしまうということを御理解いただきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 細田元教君、よろしいですか。

○議員（10番 細田 元教君） もうあと委員会で聞く。

○議長（秦 伊知郎君） １番、加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 加藤です。今回の議案第４０号なんですけれども、南部町上水道

給水条例の一部改正、それから南部町公共下水道条例の一部改正、それから農業集落排水処理施

設条例の一部改正、それから浄化槽の分、それで最後に病院の分が全部まとめて入ってるんです

けれども、これ消費税が上がるからというのでこれ全部ひっくるめて条例つくって、こんな乱暴

な条例つくっていいもんなんですかね。これそれぞれの条例について一部改正ということにして、

新旧対照表つけてそれぞれすることじゃないんですかね。

○議長（秦 伊知郎君） 副町長、答えますか。町長。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 例規のルールにのっとってやってるつもりでございますので、御理解く

ださい。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君、よろしいですか。

○議員（１番 加藤 学君） わかりました。だったらいいです。

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありませんね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 続いて行きます。

議案第４１号、南部町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正について、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第４２号、南部町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について、質疑あ

りませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） この今回の一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正

については、先ほど説明では、いわゆる任期付職員の適用除外のところを外して、管理職手当等
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がつけれるようにしたいということを言ってるわけですよね。主に任期付職員を管理職として採

用していくということを見込んでるというふうに聞いたんですけれども、例えばどのような管理

職を想定しているのですか。任期付職員ですから、任期付職員の給与等については一般職の給与

ではないわけですよね。

例えば管理職がいるところに部下等がおった場合に、給与との関係ではどうなっていくのか。

以前に特別職の報酬引き上げのとき、引き上げんかったら下にいる課長とのつり合いがとれない

ので上げるのだということを言って上げたことあったやないですか。そういうことは現場ではあ

ってはいけないんだなと私たちも理解したわけですよ。とすれば、この管理職の手当を出す方と

いうのは、部下がいないとこになるわけですか。そういうところあるんですか。それはどんなふ

うに考えてるんですか。

○議長（秦 伊知郎君） 副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 任期付職員の管理職に任用する可能性といいますか、やはり任期付職

員であっても、高度の専門的な知識であるとか、あるいは専門的な知識のある方を任期を限って

これは採用する制度という形になりますけれども、そういう方について管理職という、それは課

長とは限らないとは思いますけれども、そういう形で任用が可能なようにしたほうが手当の面に

おいてもということで、このたび手当のほうも見直しをしたほうがいいじゃないかということで、

このたび提案をさせていただいたものでございます。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 私、いつも回りくどい質問せんとずばっと聞けと言われてるんで

すが、ずばっと返してほしいんです。一体どんな管理職を想定してるんですか。必要があるから

これ出してきたんでしょう。どうも聞いとったら、何かもう一つつくるのか、それとも今のとこ

ろにあったかどうか知りませんが、何を考えてるんですか。それを言ってください。ここで言え

んということは委員会でも言えないかもわからじゃないですか。何を考えてるんですか。

○議長（秦 伊知郎君） 副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。これからの話になりますけれども、例えば今、

空席になっている防災監であるとか、あるいは課長では、いろいろ専門員という職も、今現在は

任用しておりませんけれども、今後出てくる可能性はあるかもしれないなというふうに考えてお

るところでございます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 南部町では管理職がもしかしたら足りなくなるのではないかとい
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うのは、今までの採用が非常にいびつやったからそういうこと出てくるということも、もしかし

たらあり得ることなんかなというふうに思ってたわけで、これどうするんだろうかというのあり

ます。

どうしても実際管理職の仕事をするのに給与はそのままでいいということはないから、処置と

してこういうこともあるんだとは思うんですけれども、町長、隣の伯耆町を例に出して申しわけ

ないですけども、以前言いました。伯耆町と南部町は同じような人口ですけども、職員数は１０

人以上違ってたわけですよ。まだ少ない。南部町は職員を採用しなくて、お金を残してきたんで

すよ。どうしたかといったら、多くの非常勤職員をつくってきたんですよ。ブラックの公務員を

つくって、今、国がいけないって騒いでいて、それも改善していますけれども、その結果の一つ

がこのこういうふうな状態として出てきてるんじゃないですか。だとすれば、議会でこれを通し

て何とかしようかというの一つの方法かもしれませんが、これまでの南部町としての自治体職員

をどんなふうに育成してきて、将来にわたって人口が少なくなるけれども、どういうふうにして

いこうかということも含めて説明してくださらないと、専門職が要るので任期付に管理職手当を

つけたら済むという問題ではないと思うんですよ。その点で町長は、今後のいわゆる人事計画等

についてどんな課題があるというふうに考えてるわけですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。人事のことについて特に今、今回管理職の問題ですけれども、

非常に高度化、複雑化する行政の課題に即応するためには、やはり専門家、プロ集団でなくては

いけないと思ってます。その中で先ほど副町長が言いました防災監であったり、または農業のプ

ロであったり、いろんなところがこれから本来の、今回の一般質問の中にあります観光であった

り、これまでの行政職を育てる以上に本当のプロを連れてきてでもその知識や経験や能力を問う、

これは多くの自治体でも実際に問われてるところだろうと思っています。そういう面からもやは

り高度な知識を持った方が管理職になっていく、その道をつくる、さらには管理職手当の制度も

ないということでは少し不十分だろうということで今回の提案をしたところでございます。よろ

しくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。（発言する者あり）もう３回です。

次、行きます。

議案第４３号、南部町森林整備基金条例の制定について、質疑ありませんか。

１０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） 今、ぱっとして言おうと思ったら、板井議員が一般質問にちょう
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ど同じようなことしておられまして、詳しくは板井議員の質問のときお聞きします。

この基金をためて南部町の森林をどのように持っていくだけが、１点だけ教えていただきたい

と思います。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 詳細はまた課長にでも聞いていただければいいんですけど、私は考え方

だけ言います。

基金をつくることがデューティー、義務になっていますので、基金をつくらざるを得ないとい

うことでございます。したがって、予算の中にも出てますけど、大きな基金を積むということで

ありませんで、基金の入れ箱をつくっておくのが今回の制度の中の一つの義務になっております

ので、今回提案させていただきます。よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 細田議員、よろしいですか。（発言する者あり）

ほかにありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 今回の森林整備基金条例の制定については、先ほど町長がおっし

ゃったように、町村がこの基金条例をつくっておきなさいと。二千二十何年でしたっけ、いわゆ

る復興の税ありましたよね、それ終わってからでしょ、集めるのは。２０２４年ですか。それま

でには前借りのような感じでするから基金をつくれということでしょ。これは議会でも森林環境

税等について推進をということが自民党から出てきて、私たちも森林を７割以上抱える町として

は、森林環境税のような取り組みが必要だというところで一致したんですけども、財源をどこに

まとめるかというところまで一致して出したわけじゃなかったんですよ。

そこでお聞きするんですけれども、この森林整備基金条例はお金が来ますよね。何を財源とし

て来るんですかということもさっき言ったんですけども、この財源の集め方を、町民の生活にど

んなふうに影響があるんですか。これについてどうですか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。こちらの財源は、森林環境譲与税を財源としてこの

事業を実施するものでございます。

今現在、個人住民税の均等割で、東日本大震災を教訓として全国で実施する防災施策対応分と

いうことで、平成でいいますと３５年まで１，０００円引かれているというものがございます。

そちらをそのまま引き継ぐような形で、３６年からは森林環境税として個人住民税のほうから１，

０００円ということで均一に課税されるというものでございます。
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○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長、聞かれたように、森林環境税を充てるんですよ。南部町か

らどれだけ集めるかといったら、住民１人当たり１年間１，０００円でしたね、たしか。そうで

しょ、１，０００円集めるんですよ。この分配の仕方どうなさるか御存じですか。人口割ですよ、

人口割が３割占めるんですよ。ということは、人口の多いとこ行っちゃうんですよ。それ言いた

かったんだよね。自民党こう思ってるんですけども、こういうことやっとって、吸い取って、全

部来るかと思ったらそうじゃないわけですよね。

そこで、国会でも問題になってたと思うんですけども、私は、町長として森林を抱えている町

として、森林環境税は必要だけれども、このお金の集め方ですよね。住民からなべて全国で取っ

といて、それを人口比率も入れて分けようかじゃなくて、するのであれば少なくとも森林に、お

金かかるとこにせんといけんわけでしょ。そういうやり方というのは、私はどんどん格差広げて

いくし、まして言えば、消費税のごとく、金持ちもお金がない人も関係なく一律１，０００円で

すよ。そのやり方が本当に森林環境を守っていくような税金としてふさわしいのかということも

考えていかんといけんと思うんですよね。

私は、町長は知らん顔して聞いとんなるけども、上がつくれと言ったからつくれということだ

と思うんですけども、地方自治を大事にするということは、こういうところでやっぱり声上げて

いくことではないかと思うんですよ。少なくとも環境税を取るのであれば、きちっと森林が整備

できるように全額充てるようにしていかなければ、都市部の人口割にして、土地多いとこ持って

どないするんですか。そういうことをぜひ言ってくれませんか。つくるというけども、これもお

金を集める前につくっといて、いや応なく全部賛成に持っていこうとしてるわけですよね。やり

方が汚いなと思って見てるんですけども、ぜひそういう声を上げてほしいと思うんですが、どう

でしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 私も同感です。最後の最後に都市部の皆さんから１，０００円を取るこ

とが理解を得られないということで、結局、３割部分が人口の比率になったということは非常に

残念です。二十数年にわたって多くの首長の皆さんが水源税ということで川上の森林を守るため

に、自治体の財源として、当然川下の都市部の皆さんに負担していただくということを前提に闘

ってきたんですけども、最終決着はこういうことになってしまったということに、私としても非

常に残念です。これがこれから先々、一度決まったものが、皆さんも御存じのとおり、この税配

分が大きく変わることがあるのかどうかわかりませんけれども、悔しいと、これはおかしいとい
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うことは常々言っていきたいというふうに思っていますし、林家の収入を上げて、そのことが森

林を守るということにつながるんだということも声高らかにこれは言い続けなくてはいけないと、

こう思っています。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 議案第４４号、令和元年度南部町一般会計補正予算（第１号）、質疑あ

りませんか。

６番、三鴨義文君。

○議員（６番 三鴨 義文君） 私、１点聞かせてください。１３ページの板祐生記念館のことで

す。毎年、予算決算常任委員会でも出る話ですけれども、維持管理費が１，２００万かかって、

入ってくる収入、使用料が２０万、４０万。こういう形で今までずっときとるわけでして、その

話の中でも今後検討していきますという話だったと思います。今までそういう検討会というのは

現実にされたことがあるんでしょうか。

それと、検討もされているのであれば、今後どうしていくという方向性、これもじゃあいつま

でに結論出そうやというような話でもあったんでしょうか。いつまでも考えます、考えますでず

っといってるんでしょうか。そこら辺ある程度、これだけ１，２００万の赤字が出ている施設の

将来というものは、ある程度いつまでにという目途を持ちながら検討するべきじゃないかと思う

んですが、その辺どうですか。

○議長（秦 伊知郎君） 人権・社会教育課長、角田有希子君。

○人権・社会教育課長（角田有希子君） 人権・社会教育課の角田です。利用料の検討会というこ

となんですけれども、今まで検討会自体は開かれておりません。ただ、板祐生記念館の運営審議

会の立ち上げというものに過去ずっと向かってはきているんですけれども、そちらの開催にまだ

ちょっと至っていないというのが現状です。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） ６番、三鴨義文君。

○議員（６番 三鴨 義文君） 町長、答えてくださいませんか。今まで検討するという話で担当

課とは詰めてきたつもりなんですが、以降全然その方向性の検討がされていないという話ですが、

こういうことをずるずるずるずるやっていくんですか。町長も、いつか将来的な方向性というの

は決めにゃいけんという話をされたと思うんですが、町長、どうですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。先ほど真壁議員にも申し上げましたとおり、公共料
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金と同時に各施設のこれからのあり方というものを検討してまいります。

私どもは、これまで昭和、平成、そして今、令和を迎えてますけれども、いろいろな公共施設

というものをここに抱えてきています。これは全て町民の文化度を上げたり、さらには生活の豊

かさにつながるものとして、その時代時代に大切にしてつくってきたものですけれども、今後、

このものを維持できるかどうかということは、その都度、その時代背景をもとに考えていかなけ

ればならないと思っています。もちろん、住民の皆さんの御負担というものが背景にあるという

ことをよくよく考えながら検討を重ねていきたいと、このように思っております。

○議長（秦 伊知郎君） ６番、三鴨義文君。

○議員（６番 三鴨 義文君） 全般的に町内のこういった施設が、維持管理のために非常に大き

な金が要ってるという施設はたくさんあると思います。これも含めて検討して、本当に検討して

方向性出していただきたいと思いますし、今回補正額が２３万、全体、修繕料が５０万だという

ような金額ですが、これからこういった形でずっとその施設を現状で運営していけば、エアコン

ばっかりじゃなくて、あそこも壊れる、どんどん老朽化して修繕費がかさんでいくわけですので、

施設の運営方針、それから今までのように検討しませんでしたじゃなくて、これからはいつまで

に決めようやというような積極的な検討をぜひお願いしたいと思います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 歳出の１１ページ、商工費の観光費のところの体験型観光推進事

業が予算が組み替えになっている。それで、地域おこし協力隊がなかなか採用できないので、観

光協会の職員を、臨時職員等を採用したいと、こういう内容の予算が出てきています。きょうの

全員協議会では、緑水園の人事が、１００％町が出資している株式会社緑水園の人事に、社長に、

町の観光プロモーターとしてなさった方が就任なさるということを報告を受けてきました。その

ときに、観光プロモーターのまま社長を引き受けられるということだったんですよね。

そこで問題というか、私たちが指摘させてもらったのは、彼のいわゆる人件費等をどのように

して見ていくのかという問題があるんですけども、今のままだと仮に副社長が理事で緑水園に入

られて町の一定の責任は保ってるとしましても、緑水園が今、一般財源を入れなければ赤字にな

っているところで、社長に、町が観光プロモーターとして採用なさってる方を社長と持ってきて、

そのまま観光プロモータの人件費を払いながら、社長の経費は若干以前よりも少なくというの、

これはちょっと、こういうやり方をしとったら今まで同じ、緑水園の事業全体がどのように運営

されてて、経営はどうなのかということが見えにくくなってくるのではないかと思うんですね。

非常に町の財政等におんぶにだっこのやり方じゃないかと思うんですよ。
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今回、緑水園を立て直して責任持っていくということになれば、私は社長としての分をきちっ

と緑水園の中で経費を賄うべきだと思うんですね。そういうふうに思ってたところにこういう予

算ですよ。これは地域おこし協力隊、観光事業しとったからそのままいくんだと言いますけども、

これ住民から見たら、責任者の観光プロモーターが社長に行っちゃって、臨時に人を入れるとい

うことになってくるわけですよ。これが通用するでしょうか。まだ、観光協会を緑水園に持って

いってあそこを観光の拠点にして、そこに要る人だというんだったらまだわからんことないです

けれども、そうする予定なんですか。それじゃなければ、今回の予算のあり方は、なる人になっ

ても住民に説明がつかないし、町としては無責任なやり方ではないかと思うんですけども、予算

の詳細は委員会で聞くにしても、町長、私の疑問にどのようにお答えになられますか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 真壁議員の御疑問に答えたいと思います。全く言っておられることは当

たりません。（「当たらない」と呼ぶ者あり）ええ、御心配要りません。

観光プロモーターの本来の仕事というのは、この地域の中に観光を、客を呼び起こしてこの地

域の中でお金を落としてもらうということが一番のミッションだろうと思ってます。その一番の

最初の時点、まずこの地域の中に人を呼び込むというところまでは観光プロモーター、一生懸命

やっていただきました。蛍の観光でも、今回も多くの訪日外国人たちもほたるバスを使って来て

います。

しかし、残念ながら、ではそれが滞留をして南部町の中にお金を落としたのかということにな

ると、またこれも御議論があるところだろうと思ってます。今後のプロモーターの大きな仕事と

いうのは、この地域の中で滞留時間を延ばして南部町の中にお金を落とす。そのためには、やは

り緑水園との一体的なプロモートというのは、これ重要なミッションになろうと思ってます。そ

ういう意味で今回兼務をしていただきました。緑水園の社長業も大変でしょうけれども、プロモ

ーターとして緑水園に入るということに私は大きな意義があろうと、このように思っています。

ぜひ御理解いただきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 私は、今の町長の話を住民が聞いたら怒ると思ってるんですよ。

観光協会は緑水園のためにあるんじゃないですよ。町民全体がほかの事業でも、緑水園以外にも

仕事なさってる人や、観光事業に携わってる方々のためにあるんじゃないですか。そのトップを

社長に持っていってそれが当たり前だ、緑水園こそがというのは、これは私は町として１００％

出している株式会社緑水園だから当然だと見ることと意味が違うと思ってるんですよ。ほかの事
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業なさってる方はどうするんですか、そしたら。

それと、もう一つ見えてきたのは、結局は緑水園を立て直しするといっても、これは腰かけ的

な段階だなと今聞いて思いましたよ。そんなことでできるのかって思いません。私は、やはり町

の姿勢が一番大きいなと思いました。少なくとも、持っていってこれはできるんだというけど、

観光事業そのものが緑水園を支えるものではないということちゃんと割り切るべきですよ。

それと、緑水園どう立て直すかというところで、社長になる人にはそれなりの緑水園の中での

お金を手当てしなければ住民に説明つかないじゃないですか、赤字になったときの。そのいいか

げんさが今まで出とったんじゃないですか。何ら変わりないですよ、考え方で。その批判にどう

お答えになりますか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。まず、いいかげんななんていうことは、今、これま

で一生懸命緑水園を運営されてきたこれまでの体制に対する、大変無礼だと私は思います。少な

くとも赤字を出さずに経営をされてきた、この今までの体制も一生懸命やってきていただいた。

その上に、私は観光というものがこれからの南部町の中に大きなウエートを占めていく、そうい

うものをまたつくっていかなければならないと、掘り起こしていかなくてはならないと思ってい

ます。それには観光プロモーターのこれまでの御経験や、それからネットワークや、そういうも

のが非常に大事になってくると思っています。

今までは、観光協会の中でそれが十分に発揮できたのかということもあろうと思います。やは

り緑水園は宿泊施設だということもありますし、それから一番奥部にございます。そこまで誘客

をつくっていくということは、今真壁議員が言われたように、他の南部町の中の観光に全てに影

響があると思ってます。これまで皆さんが願っているように、花回廊に幾ら減ったといえども３

０万人以上の人が来ています。そういう人たちをどうやって町内に滞留させ、滞在時間を延ばす

のか。これがやはり一番大きな観光の課題だろうと思っていますので、ぜひ私も大きな期待をし

ていますし、さらには力も入れていかなくちゃいけないとこのように思ってますので、よろしく

お願いします。

○議長（秦 伊知郎君） ３回済みました。（「もう一回ある」と呼ぶ者あり）

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長、いいかげんだというのは、町長、あなたが言われたんです

よ。どう言ったかといったら、緑水園の社長も大変だそうだけれども、観光プロモーターの仕事

がってこう言ったんですよ。普通聞いとったら、今まで１人の方が社長しとって大変だったとこ
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ろを兼務してやるというんですよ。あなたがそう言ってるんですよ。そのことが……（発言する

者あり）言いましたよ。あなたが……（「いいかげんだと言ったのはあなただ」と呼ぶ者あり）

あなたがね。（「私はいいかげんだなんて……」と呼ぶ者あり）

○議長（秦 伊知郎君） 休憩します。

午後４時１３分休憩

午後４時１３分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開します。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長、私は、あなたがおっしゃったのは、社長も大変ですけれど

も、観光プロモーターをやる中でとこう言ったんですね。今まで社長１人がやってて大変だった

ところを観光プロモーターって町からお金もらった人が社長も兼ねてやるんですよ。幾らかのこ

こからも人件費が、今までより少ないけど出ると言いましたよね。それで本当に緑水園が責任持

って立て直していける基盤になるのかということと、何回も言いますけども、観光協会は緑水園

だけのものではない。観光協会でトップになる方が社長になることによって緑水園を中心にして

観光事業を起こすということは観光協会が納得してるんですか。それも聞きたいです。そういう

ところも含めて、町長は考え方を変えられないかもしれませんが、私はぜひ観光協会の方々や町

内の観光事業に携わる方々の意見も聞いてどのようなやり方がいいのか、それと仕事をなさる方

が社長として住民に歓迎してもらえるような受けとめ方ができるような体制をとることが町の責

任だと指摘しておきます。

○議長（秦 伊知郎君） 答弁要りますか。

○議員（13番 真壁 容子君） 答弁結構です、同じことやと思うから。

○議長（秦 伊知郎君） １０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） １点だけお聞きしたいと思います。今回の補正予算で、特に土木

費の関係でございますが、ばっと見ても２億弱ですね、補正が。これプラス繰越明許で繰越額が

４億近くあるんですよ、災害関係が。これがこの単年度で、これできるだろうかと。本当にしゃ

あね入れじゃないけど、いろんな人員も配置してでもこれをやってもらわにゃいけんですけども、

今の進捗状況と、またこれらをする手助けというような感じのことが必要だと思いますけども、

町長及び担当課はどのように考えておられますでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。非常に仕事量がふえて、職員には苦労かけてると思
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っています。災害の繰り越した分については、大まかなところを今、森林の関係、林道の関係で

すけども、発注をできたというふうに思っています。まずは災害復旧ということを優先しなけれ

ばならないと思いながらも、こうやって道路関係の予算というものもありますので、この進捗も

図っていかなくちゃいけないと思ってます。

いずれにしても繰り越しがこの近年非常に多いということが私も気がかりですので、どこかで

この問題をひとつリセットしながら、単年度の中できちんきちんと仕事が終わっていくようなそ

ういう仕組みに変えていきたいと思ってますのが１点。

それから、もう一点は、今も募集してますけども、土木技師を長いこと募集しています。なか

なか手を挙げていただけない、受けていただけない、合格もしないというところが課題ですけれ

ども、これに対しても何らかの抜本的な方針を出さなくちゃいけないとも思ってます。これをテ

レビでごらんの皆さんの中で、我こそはという方がおられたり、または高専や工業高校で土木を

学んでいる方がおられたら、ぜひまずは試験を受けていただけないだろうかと、このように思っ

ているところでございます。ぜひ、そういうところの課題があるということを議会の皆さんとも

認識しながら、町民の皆さんにも御協力いただきたい、こう思っています。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。

１０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） 今、町長からいみじくもよく言えば確かにそのとおりですが、そ

の言っておられる裏じゃないですけど現実は、今の担当課の人が、人員が少な過ぎると言っても

過言じゃないと思う、そのとおりだと思います。あのまま、このまま繰越明許の４億近く、また

は土木で２億近く、今回の補正。今にも、今度は梅雨になったらまた雨が降りますよ。また同じ

とこがまた壊れたりなんかするような関係です。これは今の担当課の職員がまたノイローゼ等に

ならないように、オール南部町で、極端なとこではっきり言います。町長もたしか技師でしたね。

田村企画課長も技師でしたね。いろんなことはあろうと思いますけども、いろんなことで協力し

ながらでも、これえらいと思うだがん、年間で５億近くも事業しようと思ったら、今の人員じゃ。

こういうことがありますので、ぜひ考えていきてスムーズにできるようにお願い申し上げたいと

思います。コメントがあればどうぞ。

○議長（秦 伊知郎君） 答弁ありますか。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 議場にも私の先輩たちがおられますので、いろいろな面で技師の獲得に

御協力いただきたいと、このように思ってます。よろしくお願いします。
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○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第４５号、令和元年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

・ ・

○議長（秦 伊知郎君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

これをもって本日の会を閉じたいと思いますが、これに御異議はありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本日の会議はこれをもって散会といた

します。

来週１７日は、定刻より一般質問を行う予定でありますので、御参集よろしくお願いいたしま

す。それでは全て終了です。御苦労さんでした。

午後４時２０分散会
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